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は
じ
め
に

　

昭
和
五
〇
年
代
に
東
皐
研
究
を
は
じ
め
て
す
で
に
三
〇
年
余
が
経
た
。
そ
ろ
そ
ろ
中
間
報
告
を
と
思
っ
て
か
ら
で
も
一
〇
年
以
上
が
経
っ

た
。
そ
れ
で
も
長
い
年
月
に
意
味
が
あ
っ
た
と
思
う
に
至
っ
た
の
は
、
筆
者
の
研
究
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
中
両
国
に
お
け
る
東
皐
研
究

が
急
速
に
深
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
東
皐
研
究
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
単
刊
の
成
果
を
中
心
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
「
高
羅
佩
と
東
皐

心
越
―
『
東
皐
禅
師
集
刊
』
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
駒
大
仏
教
学
部
紀
要
七
〇
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
概
観
し
た
。
そ
の
後
、
高
田

祥
平
『
東
皐
心
越
』
（
里
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
研
究
史
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
（
同
書
、
三
一
七
頁
）
。

　

筆
者
は
、
駒
澤
大
学
特
別
研
究
助
成
を
得
て
、
平
成
二
五
年
八
月
末
か
ら
九
月
に
か
け
て
東
皐
初
住
の
永
福
寺
や
そ
の
生
地
と
さ
れ
る
金

華
府
浦
江
県
を
訪
れ
、
い
さ
さ
か
の
成
果
を
得
た
。
そ
の
一
端
は
平
成
二
六
年
六
月
、
駒
澤
大
学
公
開
講
座
に
お
い
て
写
真
等
を
用
い
て
紹

介
し
た
が
、
本
稿
は
も
っ
ぱ
ら
現
地
の
様
子
と
、
中
国
人
研
究
者
に
よ
る
成
果
を
ま
と
め
た
『
東
皐
心
越
全
集
』
に
お
け
る
関
係
論
文
の
一

部
を
紹
介
し
て
、
筆
者
の
研
究
を
補
完
し
た
い
。
な
お
論
文
中
の
略
称
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
前
記
論
文
に
準
ず
る
も
の
と
し
た
い
。

　
　
　

一

　

二
〇
一
三
年
八
月
三
一
日
、
筆
者
は
杭
州
永
福
寺
を
参
観
し
た
。
永
福
寺
で
は
監
院
普
光
法
師
の
接
待
を
受
け
る
。
二
〇
〇
五
年
以
来
、

住
山
と
。
一
〇
年
在
住
の
隣
接
す
る
韜
光
寺
か
ら
筆
者
接
待
の
た
め
に
来
山
し
た
と
い
う
。

　

い
っ
た
い
東
皐
の
初
住
地
は
永
福
院
で
あ
り
、
こ
こ
に
住
山
中
、
日
本
か
ら
の
招
請
が
あ
っ
た
と
は
諸
史
料
が
等
し
く
言
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。
東
皐
自
身
「
東
渡
編
年
略
」
で
は
「
居
在
城
之
永
福
院
」
（
詩
文
集
、
一
八
六
頁
）
と
い
い
、
「
日
本
来
由
両
宗
明
弁
」
は
「
杭
州
永
福

駒
澤
大
學
佛
教
學
部
然
究
紀
穀
第
七
十
三
號　
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三

禅
院
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
浅
野
「
伝
」
は
「
郡
之
西
湖
永
福
寺
」
と
い
い
、
さ
ら
に
浅
野
「
心
越
禅
師
略
年
譜
」
で
は
「
西

湖
金
華
山
永
福
寺
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
承
け
た
高
羅
佩
『
集
刊
』
は
、
東
皐
の
両
親
が
跡
継
ぎ
の
で
き
る
こ
と
を
「
西
湖
孤
山
之
永
福
寺

〈
隋
朝
天
竺
僧
建
〉
」
に
祈
っ
て
東
皐
が
生
ま
れ
、
の
ち
明
朝
復
興
の
起
義
に
敗
れ
た
た
め
東
皐
は
「
西
湖
永
福
寺
」
に
隠
棲
し
た
と
言
う
（
同

書
、
三
頁
）
。
ま
た
范
建
寅
「
東
皐
心
越
的
国
内
軌
迹
及
芸
術
淵
源
初
考
」
（
『
東
皐
心
越
全
集
』
所
収
）
は
、
永
福
寺
の
所
在
に
つ
い
て
議

論
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
「
西
湖
孤
山
に
あ
る
広
化
寺
」
、
す
な
わ
ち
現
在
の
西
冷
印
社
の
地
に
あ
っ
た
永
福
寺
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

文
献
上
、
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
永
福
寺
だ
が
、
近
年
（
二
〇
〇
五
年
）
、
こ
の
永
福
寺
と
さ
れ
る
寺
が
対
外
開
放
さ
れ
る
。
訪

問
者
の
眼
前
に
展
開
す
る
の
は
文
献
で
想
像
す
る
以
上
に
輪
奐
を
一
新
し
、
ま
っ
た
く
新
た
な
伽
藍
が
た
ち
な
ら
ぶ
「
永
福
寺
」
で
あ
る
。

所
在
は
誰
も
が
知
る
名
刹
霊
隠
寺
に
隣
接
す
る
地
で
あ
る
。
霊
隠
寺
の
参
観
を
了
え
て
門
前
の
道
を
渓
流
に
沿
っ
て
さ
ら
に
の
ぼ
れ
ば
永
福

寺
の
門
前
で
あ
る
。
住
所
表
記
は
「
杭
州
市
霊
隠
路
法
雲
弄
一
六
号
」
。

　

対
外
開
放
の
背
景
に
文
革
以
後
の
中
国
仏
教
の
復
興
と
、
な
に
よ
り
観
光
重
視
の
政
策
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
筆
者
は

二
〇
〇
七
年
九
月
、
二
〇
〇
八
年
八
月
、
二
〇
一
三
年
八
月
の
三
度
に
わ
た
っ
て
此
寺
を
訪
問
し
た
。
前
二
回
は
駒
澤
大
学
仏
教
史
蹟
参
観

団
の
一
員
と
し
て
、
直
近
は
こ
の
小
論
を
認
め
る
契
機
と
も
言
う
べ
き
、
平
成
二
五
年
度
駒
澤
大
学
特
別
研
究
助
成
を
得
て
で
あ
る
。

　

い
ま
注
目
す
べ
き
は
永
福
寺
が
配
布
し
て
い
る
小
冊
子
『
永
福
寺
』
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
そ
の
歴
史
で
あ
る
。

杭
州
永
福
寺
は
霊
隠
の
西
約
一
華
里
の
石
笋
峯
の
下
に
あ
る
。
東
晋
の
慧
理
禅
師
が
開
山
し
て
今
に
い
た
る
ま
で
、
す
で
に
一
六
〇
〇

余
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
清
の
康
煕
年
間
の
『
杭
州
府
志
』
巻
三
二
「
寺
観
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
永
福
寺
は
飛
来
峯
呼
猿
洞
に
向

き
合
う
景
勝
の
地
に
あ
り
、
も
と
は
上
下
の
二
つ
の
寺
に
別
れ
て
い
て
、
下
天
竺
（
も
と
翻
経
院
と
称
し
て
い
た
）
と
同
じ
よ
う
に
、

慧
理
禅
師
の
開
山
創
建
で
あ
る
。
記
載
に
よ
れ
ば
東
晋
咸
和
元
年
（
三
六
二
）
、
西
イ
ン
ド
の
高
僧
慧
理
が
杭
州
に
や
っ
て
来
て
庵
を

築
き
、
続
け
て
霊
鷲
、
霊
隠
な
ど
一
〇
座
の
道
場
を
建
て
た
が
、
永
福
寺
は
そ
の
中
の
一
つ
で
、
今
か
ら
一
六
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
。

南
朝
劉
宋
元
嘉
年
間
（
四
二
四
―
四
五
三
）
、
慧
琳
禅
師
は
慧
理
の
開
山
後
、
庵
を
石
笋
峯
の
下
に
築
い
た
。

後
、
晋
の
天
福
二
年
（
九
三
七
）
、
呉
越
王
の
銭
元
瓘
は
石
笋
峯
の
下
に
普
円
院
を
建
て
、
山
の
名
と
同
じ
よ
う
に
資
厳
寺
と
名
づ
け
た
。

宋
の
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
、
勅
し
て
永
福
寺
と
改
額
さ
れ
た
。

宋
の
煕
寧
年
間
（
一
〇
六
八
―
一
〇
七
七
）
、
郡
守
の
祖
無
択
は
石
笋
の
景
勝
を
愛
し
て
寺
の
側
に
庵
を
建
て
鄴
公
庵
と
名
づ
け
た
。
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四

北
宋
の
時
代
、
永
福
寺
の
方
丈
の
四
方
の
壁
に
は
趙
閲
道
、
蘇
東
坡
、
秦
少
遊
た
ち
の
留
題
や
竹
の
絵
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

南
宋
の
咸
亨
年
間
（
一
二
六
五
―
一
二
七
四
）
、
宋
の
度
宗
の
母
の
隆
国
夫
人
は
永
福
寺
を
香
火
院
と
し
、
ま
た
資
金
を
出
し
て
建
物

を
拡
充
し
た
た
め
、
規
模
や
構
造
、
彩
り
が
輝
き
を
増
し
、
瑠
璃
の
瓦
が
屋
根
を
覆
っ
た
の
で
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
皇
后
は
寺
の
超
然

台
で
葬
送
さ
れ
、
寺
を
西
に
移
し
た
の
で
一
つ
の
寺
に
二
つ
の
院
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

元
の
至
元
元
年
間
（
一
三
三
五
―
一
三
四
〇
）
、
清
涼
山
の
僧
で
あ
る
正
宗
が
東
院
に
卓
錫
し
た
が
、
い
つ
も
白
い
衣
を
着
て
い
た
の
で
、

人
は
白
衲
庵
と
呼
ん
だ
。

明
の
成
化
二
年
（
一
四
六
六
）
、
僧
古
香
は
上
楼
に
海
日
楼
を
建
て
た
。
後
、
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
―
一
五
〇
五
）
、
寺
は
洪
水
で
水

没
し
た
。

明
の
万
暦
年
間
（
一
五
七
二
―
一
六
二
〇
）
、
寺
は
復
興
し
徐
宏
基
に
よ
っ
て
永
福
禅
林
と
題
額
さ
れ
た
。

清
の
順
治
年
間
（
一
六
四
四
―
一
六
六
一
）
、
僧
静
昭
が
留
ま
り
復
興
し
た
。

清
の
康
煕
一
〇
年
（
一
六
七
一
）
、
東
皐
心
越
禅
師
が
永
福
に
移
住
し
て
き
、
五
年
の
後
に
招
か
れ
て
日
本
へ
渡
り
、
曹
洞
宗
を
伝
え
、

ま
た
寿
昌
派
の
禅
法
を
創
唱
す
る
と
と
も
に
、
琴
学
と
書
画
、
篆
刻
の
芸
術
を
伝
え
、
日
本
仏
教
及
び
芸
術
界
と
も
ど
も
か
ら
讃
え
ら

れ
た
。

永
福
寺
は
後
次
第
に
廃
れ
た
。

清
の
乾
隆
四
四
年
（
一
七
七
九
）
、
永
福
寺
は
以
前
の
規
模
の
よ
う
に
重
建
さ
れ
た
が
、
後
に
は
ま
た
次
第
に
廃
れ
た
。

二
〇
〇
一
年
、
杭
州
市
政
府
の
九
〇
号
専
門
会
議
紀
要
の
精
神
を
根
拠
と
し
、
杭
州
仏
教
協
会
が
重
建
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
た
め
、

二
〇
〇
三
年
六
月
、
正
式
に
工
事
が
始
ま
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
、
杭
州
市
仏
教
協
会
第
三
期
第
四
七
回
常
務
理
事
会
に
よ
っ
て
、
月
真
法
師
が
永
福
寺
監
院
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
四
月
二
二
日
、
浙
江
省
の
民
宗
委
の
批
准
を
経
て
、
永
福
寺
を
宗
教
活
動
の
場
所
と
し
て
回
復
し
、
直
ち
に
正
式
に
対
外

開
放
し
た
。

 

　

解
放
後
の
動
向
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
は
今
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て

い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
で
は
霊
隠
寺
西
に
所
在
す
る
此
寺
こ
そ
、
東
皐
所
住
の
「
永
福
寺
」で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
て
い
る
。
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五

　

し
か
し
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
先
達
の
意
見
が
ま
ち
ま
ち
な
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
依
拠
す
る
資
料
自
体
に
錯
綜
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
明
、
呉
子
鯨
に
よ
る
『
武
林
梵
志
』
巻
五
の
言
う
と
こ
ろ
を
見
よ
う
。

永
福
禅
院
は
天
聖
寺
の
側
に
あ
り
。
呼
猿
洞
と
相
い
対
せ
り
。
晋
に
上
下
の
永
福
寺
有
り
、
剏
る
に
慧
理
法
師
よ
り
す
。
前
は
蓮
花
峰
、

後
ろ
は
形
勝
山
、
左
は
香
林
亭
、
右
は
幽
雅
軒
な
り
。
中
に
雨
華
亭
、
金
砂
池
の
諸
勝
有
り
。
（
中
略
）
歴
代
久
し
く
廃
す
る
も
、
国
初
、

高
僧
宗
詎
、
大
雄
宝
殿
を
建
つ
も
尋
い
で
燬
る
。
万
歴
癸
卯
、
苕
渓
の
潘
龍
翰
、
貲
を
捐
じ
て
永
福
の
故
地
を
買
い
、
講
師
の
耶
渓
若

公
を
延
き
其
の
中
を
修
持
せ
し
む
。
若
、
復
ね
て
仏
閣
三
楹
、
禅
堂
、
香
積
十
余
楹
を
建
つ
。
方
伯
の
呉
公
、
扁
し
て
古
永
福
禅
院
と

曰
い
、
帖
を
給
い
永
く
護
る
。

（
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
、
第
一
輯
第
七
冊
、
四
四
六
頁
）

　

冒
頭
に
で
る
天
聖
寺
は
か
の
杭
州
西
湖
畔
に
建
つ
北
山
景
徳
霊
隠
寺
の
中
の
一
寺
で
あ
る
。
『
武
林
霊
隠
寺
志
』
の
図
八
で
は
韜
光
庵
の

近
く
に
「
永
福
」
の
あ
る
こ
と
を
図
示
し
て
い
る
（
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
第
一
輯
第
二
三
冊
、
三
一
頁
）
。

　

右
の
記
事
が
前
提
に
す
る
の
は
霊
隠
寺
の
そ
ば
に
あ
る
永
福
寺
、
つ
ま
り
現
在
の
永
福
寺
と
見
て
よ
い
。

　

一
方
、
『
西
湖
志
纂
』
巻
八
が
次
の
よ
う
に
言
う
の
は
ど
う
か
。

永
福
寺
は
石
筍
峰
の
下
に
在
り
。
〔
旧
銭
塘
県
志
〕
劉
宋
元
嘉
の
時
の
琳
法
師
の
講
所
な
り
。
石
晋
の
天
福
の
間
、
顔
、
普
円
院
と
為
し
、

又
た
資
巖
と
名
づ
く
。
南
宋
咸
淳
の
間
、
今
の
額
に
改
む
。
時
に
毒
蜂
大
師
、
之
に
居
し
、
大
吉
祥
寺
と
号
す
。
〔
西
湖
遊
覧
志
〕
内

に
超
然
臺
、
金
沙
、
白
沙
の
二
泉
有
り
。
宋
凞
寧
の
間
、
杭
の
守
祖
無
択
、
此
に
居
す
。
方
丈
の
板
扉
は
皆
な
蘇
子
瞻
、
趙
閲
道
、
秦

少
游
、
黄
魯
直
、
留
題
す
。
〔
永
福
寺
志
〕
元
の
至
元
元
年
、
清
涼
山
盤
佗
石
の
正
宗
禅
師
円
、
来
た
り
て
駐
錫
す
。
常
に
白
衲
を
衣
、

又
た
白
衲
庵
と
名
づ
く
。
明
の
成
化
二
年
、
古
香
禅
師
相
い
継
い
で
住
持
し
、
海
日
楼
を
建
て
、
屠
隆
、
額
を
書
す
。
万
暦
の
間
、
徐

弘
基
、
重
ね
て
永
福
禅
林
と
題
す
。
国
朝
、
順
治
の
間
、
重
修
す
。

（
中
国
名
山
勝
蹟
志
叢
刊
一
七
、
五
一
三
頁
）

　

同
様
の
内
容
は
『
西
湖
新
志
』
巻
五
で
も
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
南
宋
咸
淳
の
間
の
改
額
は
「
度
宗
の
母
隆
国
夫
人
の
香
火
院
」
と
な
っ
た

こ
と
、
清
順
治
の
復
興
は
「
僧
静
昭
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
（
中
国
名
山
勝
蹟
志
叢
刊
一
八
、
二
〇
〇
頁
）
。

　

い
ま
は
一
々
指
摘
し
な
い
が
『
西
湖
志
纂
』
な
ど
の
記
事
に
は
問
題
が
多
い
。
そ
の
当
初
、
慧
琳
の
講
所
と
す
る
な
ど
は
そ
の
一
例
で
、『
咸
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淳
臨
安
志
』
の
記
事
と
の
齟
齬
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
西
湖
志
纂
』
の
記
事
は
『
咸
淳
臨
安
志
』
で
い
う
「
普
円
寺
」
の
そ
れ

と
重
複
す
る
。

　

先
に
引
用
し
た
現
在
の
永
福
寺
が
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
か
な
り
の
部
分
が
、
こ
の
『
西
湖
志
纂
』
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
こ
で
永
福
寺
の
歴
史
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
七
九
の
次
の
記
事
に
立
ち
戻
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

広
化
院
は
北
山
に
在
り
。
旧
は
孤
山
に
在
り
。
天
嘉
元
年
、
建
て
て
永
福
と
名
づ
く
。
大
中
祥
符
、
今
の
額
に
改
む
。
白
公
竹
閣
、
柏
堂
、

水
鑑
堂
、
涵
輝
亭
、
淩
雲
閣
、
金
沙
井
、
辟
支
仏
の
骨
塔
〈
陳
の
文
帝
、
天
嘉
元
年
、
天
竺
の
僧
の
辟
支
仏
の
頷
骨
舎
利
を
持
ち
て
杭

に
至
る
こ
と
有
り
。
遂
に
孤
山
に
於
い
て
永
福
寺
を
建
て
塔
を
立
つ
。
会
昌
の
難
に
は
郡
庫
に
帰
す
。
大
中
の
後
に
、
僧
方
簡
、
広
化

寺
を
建
て
仏
骨
を
塔
に
奉
迎
す
〉
、
永
福
慧
琳
和
尚
塔
有
り
。
紹
興
の
間
、
四
聖
堂
を
改
剏
し
て
今
の
処
に
徙
す
。
紹
定
の
間
、
守
の

袁
同
知
韶
、
竹
閣
を
重
建
す
。
淳
祐
六
年
、
趙
安
撫
与
英
白
公
の
祠
堂
を
閣
の
後
に
建
つ
。

（
中
華
書
局
本
、
第
四
冊
、
四
六
二
六
頁
）

　

さ
ら
に
『
同
書
』
巻
七
〇
で
は
慧
琳
（
七
五
〇
―
八
三
二
）
に
言
及
し
て

慧
琳
は
唐
の
大
歴
中
の
僧
な
り
。
字
は
抱
玉
。
天
目
山
に
居
す
こ
と
二
十
余
年
、
元
和
の
初
め
、
郡
守
杜
陟
、
請
う
て
永
福
寺
に
至
ら

し
む
、
登
壇
す
る
こ
と
三
年
、
云
々
。

（
同
書
、
四
五
二
八
頁
）

と
言
う
。
慧
琳
の
詳
伝
は
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
六
に
収
録
さ
れ
る
の
で
、
い
ま
は
そ
れ
に
譲
る
が
、
慧
琳
に
前
後
し
て
鳥
窠
道
林
（
七
四
一

―
八
二
四
）も
い
た
っ
た
と
い
う
永
福
寺
は
此
地
の
古
刹
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
六
一
居
士
欧
陽
修
に
ち
な
ん
だ
六
一
泉
も
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
孤
山
に
は
宋
代
、
孤
山
智
円
（
九
七
六
―
一
〇
二
二
）
が
住
し
た
瑪
瑙
寺
、
瑪
瑙
宝
勝
院
も
あ
っ
た
。
智
円
は
林
和
靖
（
九
六
七

―
一
〇
二
八
）
と
の
交
流
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
林
和
靖
は
宋
代
、
西
湖
を
中
心
に
そ
の
名
を
馳
せ
た
文
人
の
一
人
で
孤
山

に
庵
を
む
す
ん
で
鶴
を
飼
い
梅
を
好
ん
だ
た
め
梅
妻
鶴
子
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
和
靖
は
仁
宗
に
よ
る
諡
で
あ
る
。
風
光
明
媚
で
知
ら
れ
る

西
湖
の
ほ
と
り
の
孤
山
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
文
化
の
中
心
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
七
九
は
、
い
ま
一
つ
の
永
福
院
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

　
　

隆
親
永
福
院
は
霊
隠
寺
の
西
に
在
り
。
龍
温
国
夫
人
成
氏
の
香
火
院
に
充
て
隨
わ
し
む
。
。
慶
元
六
年
、
今
の
額
を
賜
る
。
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（
同
書
、
四
六
三
〇
頁
）

　

慶
元
六
年
は
一
二
〇
〇
年
。
『
咸
淳
臨
安
志
』
の
言
う
永
福
院
（
寺
）
を
香
火
院
と
し
た
龍
温
国
夫
人
成
氏
に
つ
い
て
知
る
に
は
し
ば
ら

く
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
西
湖
遊
覧
志
』
巻
一
〇
で
次
の
よ
う
に
言
う
か
ら
で
あ
る
。

呼
猿
洞
は
冷
泉
亭
の
左
に
在
り
、
晋
の
慧
理
、
嘗
て
白
猿
を
此
に
畜
う
（
中
略
）
。
洞
に
対
し
て
旧
と
上
下
の
永
福
寺
、
天
聖
寺
有
り
、

今
廃
す
。
永
福
寺
は
形
勝
れ
た
る
山
の
下
に
在
り
、
一
に
資
厳
山
と
名
づ
け
、
宋
隆
国
黄
夫
人
の
功
徳
院
た
り
。
宏
規
巧
構
に
し
て
丹

雘
相
い
輝
き
、
瓦
は
碧
光
の
瑠
璃
を
用
う
。
咸
淳
九
年
建
つ
。
元
の
時
に
至
り
、
分
か
れ
て
上
下
の
両
院
と
為
り
、
内
に
金
沙
池
、
銀

沙
池
、
福
泉
亭
、
雨
花
亭
、
石
笋
崖
有
り
。

（
台
聯
国
風
出
版
社
等
『
武
林
掌
故
叢
編
』
第
一
〇
冊
、
五
九
九
一
頁
）

　

一
見
『
西
湖
志
纂
』
と
同
じ
事
を
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
建
立
の
契
機
と
な
っ
た
人
物
も
い
ま
一
つ
定
か
で
な
い
し
、
元
代
に
上
下
両

院
と
い
う
の
は
と
も
か
く
、
「
今
廃
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
万
暦
一
二
年
（
一
五
八
四
）
、
田
汝
成
が
『
西
湖
遊
覧
志
』
を
撰
し
た
時

点
で
見
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
『
西
湖
志
纂
』
は
至
元
元
年
の
復
興
や
成
化
二
年
の
復
興
、
万
暦
年
間

の
下
額
を
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
両
者
に
は
齟
齬
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
か
り
に
寺
基
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
態
は
霊
隠
寺
の

塔
院
、
あ
る
い
は
塔
頭
的
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
比
し
て
孤
山
に
あ
っ
た
永
福
寺
を
め
ぐ
っ
て
の
『
西
湖
遊
覧
志
』
の
記
事

は
相
当
に
丁
寧
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
創
建
当
時
の
事
情
に
は
じ
ま
り
、
宋
代
に
至
る
間
、
杭
州
を
代
表
す
る
永
福
寺
は
孤
山
に
あ
っ
た
永
福
寺
で
あ
っ
た
と
見
て
よ

い
。

　

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
永
福
寺
の
歴
史
を
そ
れ
ぞ
れ
概
観
す
る
と
、
解
決
す
べ
き
問
題
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
言
い
う
る
こ
と
は

孤
山
に
あ
っ
た
永
福
寺
の
ほ
う
が
霊
隠
寺
脇
の
永
福
寺
よ
り
も
よ
り
大
き
な
認
知
度
を
得
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
東
皐
が
「
永
福
寺
に
住
し
て
い
た
」
と
い
う
の
も
、
そ
れ
だ
け
で
「
住
持
職
」
に
あ
っ
た
と
言
い
う
る
の
か

と
い
う
疑
問
も
あ
る
。
他
の
僧
た
ち
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
だ
け
か
も
知
れ
な
い
。と
も
あ
れ
当
時
の
文
化
人
の
常
識
と
し
て
誰
も
が
知
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
西
湖
孤
山
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
東
皐
も
知
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
特
に
林
逋
（
和
靖
）
に
関

わ
る
そ
れ
は
、
林
逋
の
生
き
方
と
も
相
ま
っ
て
強
か
っ
た
よ
う
に
推
察
で
き
る
。
い
く
つ
か
を
『
詩
文
集
』
に
よ
っ
て
見
よ
う
。

　
　
　
　

孤
山
の
処
士
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聖
湖
深
き
処
、
一
孤
山
。
個
の
茅
庵
を
結
ぶ
紫
翠
の
間
。
紅
塵
を
隔
断
す
る
こ
と
万
余
里
。
何
人
か
自
ら
と
汝
と
清
閑
を
得
ん
。

（
詩
文
集
、
一
二
頁
）

　
　
　
　

鶴
家
は
西
湖
万
玉
村
に
在
り
。
冷
香
零
落
し
て
柴
門
を
掩
う
。
鶴
、
何
処
よ
り
帰
来
す
る
も
晩
く
、
相
い
傍
に
て
和
鳴
す
る
の
声
、
自

ら
喧
す
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
右
、
一
二
頁
）

　
　
　
　

林
逋
梅
鶴

湖
亭
に
鶴
を
放
ち
独
り
帰
来
す
。
雪
後
の
氷
姿
、
春
、
正
に
開
く
。
緩
歩
し
て
花
を
看
れ
ば
幽
趣
別
な
り
。
知
ら
ず
塵
世
に
も
蓬
莱

有
る
こ
と
を
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
右
、
二
二
二
頁
）

　
　
　
　

和
復
蒙
山
居
士
索
孤
山
図
之
来
韻
并
粲　
　

蒙
山
居
士
と
は
備
前
守
鍋
島
直
條
の
こ
と
と

放
鶴
亭
の
間
、
幽
径
深
し
。
寒
梅
香
吐
き
自
ら
行
き
て
吟
ず
。
天
涯
、
問
う
こ
と
莫
れ
、
湖
山
の
趣
。
写
し
難
し
林
逋
、
一
片
の
心
。

（
同
右
、
一
三
六
頁
）

　
　
　
　

梅
花
は
玉
に
似
る

痩
骨
、
寒
さ
を
欺
く
白
玉
の
花
。
幾
た
び
か
清
影
を
移
す
上
窓
の
紗
。
閑
庭
に
悄
聴
す
空
に
横
た
う
鶴
。
準
擬
す
湖
山
、
処
士
の
家
。　
　
　
　
　
　
　

（
同
右
、
一
五
九
頁
）

　
　
　
　

寒
雨
に
感
懐
し
て
東
皐
禅
師
に
呈
す

竹
雨
松
風
、
相
い
遂
来
る
。
料
り
知
る
郷
思
、
万
般
に
催
す
。
孤
灯
の
影
淡
し
寒
窓
の
夜
。
借
問
す
湖
山
、
夢
、
幾
た
び
か
回
る
。

壬
戌
小
春
。
鶴
山
野
節
拝
草
。　

（
同
右
、
一
六
八
頁
）

　

挙
げ
た
ほ
か
に
も
同
様
の
テ
ー
マ
で
の
詩
文
数
首
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
よ
い
の
は
医
師
で
あ
る
と
と
も
に
儒
官
と
し
て
知
ら
れ
彰

考
館
館
員
で
も
あ
っ
た
人
見
鶴
山
（
竹
洞
・
野
節
一
六
三
〇
―
一
七
三
七
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
見
は
東
皐
の
伝
え
た
七
弦
琴
を

学
び
終
始
東
皐
の
身
近
に
い
て
、
東
皐
に
と
っ
て
も
心
を
許
し
た
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
壬
戌
小
春
（
天
和
二
・
一
六
八
二
年

一
〇
月
）
、
秋
雨
が
そ
ぼ
降
る
際
の
慰
問
の
詩
で
あ
る
。
「
湖
山
の
夢
を
幾
た
び
み
ら
れ
ま
し
た
か
」
と
い
う
結
句
は
、
遠
く
故
国
を
離
れ
た
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東
皐
の
心
情
を
推
し
量
っ
て
の
も
の
で
、
単
な
る
外
交
辞
令
で
は
な
い
。
人
見
鶴
山
に
は
別
に
「
賡
心
越
禅
師
東
渡
述
志
長
篇
芳
韻
」
が
あ

る
。
こ
れ
ら
か
ら
し
て
も
東
皐
と
西
湖
孤
山
と
の
関
係
を
熟
知
し
て
の
結
句
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
現
在
の
永
福
寺
と
至
近
の
距

離
に
あ
る
霊
隠
寺
や
韜
光
寺
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
親
近
感
の
程
度
は
西
湖
孤
山
の
永
福
寺
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
を
確
定
す
る
に
は
、
明
末
代
に
孤
山
の
当
該
の
寺
が
、
た
と
え
通
称
で
あ
っ
て
も
永
福
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
、
ま
た
東
皐
が
本

当
に
そ
こ
の
住
持
で
あ
っ
た
か
な
ど
、
解
決
す
べ
き
問
題
は
少
な
く
な
い
。
た
だ
そ
れ
ら
を
勘
案
し
て
も
、
東
皐
が
招
請
状
を
受
け
取
っ
た

永
福
寺
は
西
湖
孤
山
の
そ
れ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
な
お
山
号
と
思
し
き
「
金
華
山
」
に
つ
い
て
は
浅
野
氏
が

独
自
に
言
う
と
こ
ろ
で
よ
く
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
東
皐
の
出
身
し
た
「
金
華
府
」
を
承
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　

二

　

八
月
三
一
日
午
後
、
車
に
て
市
の
中
心
部
か
ら
約
三
〇
分
、
皐
亭
山
翠
微
寺
跡
を
訪
問
す
る
。
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
八
一
に
は
そ
の
創
建

の
由
来
等
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

崇
先
顕
孝
華
厳
教
寺
は
皐
亭
山
に
在
り
。
紹
興
十
九
年
建
つ
。
旨
あ
り
て
顕
仁
皇
太
后
の
功
徳
寺
に
充
つ
。
二
十
八
年
、
崇
先
顕
孝
禅

寺
を
賜
り
額
と
為
す
。
嘉
定
十
二
年
、
改
め
て
華
厳
教
寺
に
充
つ
。
寧
宗
皇
帝
の
御
書
皐
亭
山
の
三
字
、
及
び
崇
先
顕
孝
華
厳
教
寺
の

八
字
あ
り
、
以
て
賜
る
。
桃
花
塢
、
龍
遊
洞
、
雲
錦
亭
有
り
。

（
四
六
五
六
頁
）

　

禅
寺
と
な
っ
た
際
の
開
山
が
真
歇
清
了
（
一
〇
八
八
―
一
一
五
一
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
塔
銘
」
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

（
紹
興
）
二
十
一
年
、
勅
し
て
崇
先
顕
孝
禅
院
を
建
て
、
成
り
て
師
に
詔
し
て
席
を
主
さ
ど
ら
し
む
。
六
月
、
入
院
す
。
暑
行
し
て
疾
作
る
。

九
月
壬
子
、
慈
寧
太
后
、
寺
に
詣
る
。
師
、
疾
を
力
し
て
開
堂
す
れ
ば
箔
を
垂
れ
て
聴
法
す
、
云
々
。

（
続
蔵
二
、
二
九
、
三
―
三
一
七
ｄ
）

　

杭
州
市
の
東
北
郊
外
、
沈
半
路
の
近
く
に
あ
る
杭
州
鉄
鋼
集
団
の
ビ
ル
の
う
ら
の
小
山
が
皐
亭
山
の
南
麓
の
一
部
だ
と
い
う
。
住
所
は
杭

州
市
拱
墅
区
半
山
鎮
半
山
路
一
七
八
号
。
皐
亭
樹
と
い
う
地
名
も
近
く
に
あ
る
と
い
う
。
鉄
鋼
集
団
は
杭
州
を
代
表
す
る
企
業
の
一
つ
だ
が
、

こ
こ
に
あ
る
の
は
事
務
関
係
の
ビ
ル
ら
し
く
人
の
出
入
り
も
殆
ど
な
く
、
閑
静
な
た
た
ず
ま
い
の
中
に
あ
っ
た
。
裏
山
は
雑
木
林
で
ほ
と
ん
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一
〇

ど
手
入
れ
も
さ
れ
て
お
ら
ず
細
い
山
道
を
登
っ
て
も
、
寺
の
跡
ら
し
き
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
こ
こ
が
崇
先
顕
孝
華
厳
教
寺
、

の
ち
に
崇
先
顕
孝
禅
寺
、
さ
ら
に
崇
光
寺
、
光
孝
寺
と
改
名
し
た
、
真
歇
清
了
や
東
皐
の
法
祖
父
に
あ
た
る
覚
浪
道
盛
所
住
の
寺
だ
と
い
う
。

寺
に
は
高
宗
が
手
を
洗
っ
た
洗
手
池
が
あ
り
、
浴
龍
池
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
高
宗
の
御
書
や
蘇
東
坡
に
関
わ
る
石
刻
、
噴
玉
泉
、
羅
紋
石

な
ど
が
あ
っ
た
が
今
は
な
い
と
い
う
。
地
図
上
で
は
と
も
か
く
、
そ
れ
な
り
に
広
い
山
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
、
こ
こ
に
は
以
下
に
解
説
さ

れ
る
龍
居
寺
の
ほ
か
仏
日
浄
慧
寺
、
顕
寧
寺
な
ど
の
寺
が
あ
っ
た
。
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
辞
典
「
百
度
」
の
次
の
記
事
は
、
皐
亭
山
の

別
の
地
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

皐
亭
山

〔
地
理
位
置
〕
地
は
杭
州
城
区
東
北
部
の
半
山
に
あ
り
、
拱
墅
区
半
山
鎮
半
山
村
に
位
置
し
て
、
江
干
区
丁
橋
鎮
沿
山
と
皐
城
村
の
黄

鶴
山
等
、
山
云
の
一
脈
と
連
な
っ
て
い
る
、
云
々
。

〔
人
文
景
観
〕
皐
亭
山
は
ひ
と
つ
の
「
仏
国
」
で
あ
る
。
叢
林
の
中
で
も
幽
勝
の
と
こ
ろ
は
龍
居
寺
の
旧
址
で
一
株
の
千
年
の
風
雨
を

経
た
羅
漢
松
の
付
近
で
、
当
地
の
文
人
は
こ
の
地
の
悠
久
な
仏
教
文
化
に
言
及
し
て
い
る
。
皐
亭
山
の
仏
教
文
化
は
過
去
一
時
と
て
も

盛
ん
で
あ
っ
た
。
南
宋
の
時
代
、
こ
こ
の
寺
は
多
く
二
七
〇
余
に
達
し
、
そ
こ
に
は
顕
寧
寺
院
、
中
塔
悟
空
禅
院
、
下
塔
月
明
禅
院
な

ど
の
宗
教
歴
史
建
築
と
遺
址
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
も
千
年
の
古
刹
龍
居
寺
が
も
っ
と
も
名
を
馳
せ
て
い
る
よ
う
に
、
今
ま
で
に

千
年
の
歴
史
が
あ
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
南
宋
の
建
炎
年
間
、
「
宋
の
高
宗
が
南
渡
し
た
と
き
、
こ
の
寺
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
故
に
山
の
名
を
龍
居
湾
と
名
づ
け
、
寺
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
」
と
い
う
。
龍
居
寺
は
こ
れ
に
よ
り
命
名
さ
れ
相
い
伝
わ

る
こ
と
と
な
り
、
乾
隆
皇
帝
が
江
南
に
下
っ
た
と
き
も
、
龍
居
寺
に
止
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
龍
居
寺
は
千
年
の
風
雨
を
経
て
ほ
と
ん

ど
壊
滅
し
て
お
り
、
現
在
で
は
わ
ず
か
の
遺
跡
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。

現
在
、
皐
亭
山
旅
遊
開
発
に
と
も
な
っ
て
龍
居
寺
の
重
建
も
す
で
に
議
事
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
る
、
云
々
。

　

「
百
度
」
の
当
該
解
説
に
は
皐
亭
山
の
風
光
明
媚
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
写
真
と
と
も
に
位
置
を
示
す
地
図
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
龍
居

寺
の
所
在
は
杭
州
市
江
干
区
丁
橋
鎮
皐
城
村
、
黄
鶴
山
南
麓
だ
と
い
う
か
ら
、
筆
者
が
案
内
さ
れ
た
地
が
、
総
じ
て
皐
亭
山
と
称
さ
れ
る
に

し
て
も
、
「
百
度
」
の
言
う
と
こ
ろ
と
は
別
の
地
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
と
も
か
く
今
後
の
中
国
側
の
対
応
を
期
待
し
た
い
。　
　

　
　
　

三
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一
一

　

杭
州
市
内
か
ら
一
時
間
半
ほ
ど
高
速
道
路
を
走
っ
て
浦
江
県
に
入
っ
た
の
は
九
月
一
日
午
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
浦
江
県
城
の
中
山
南
路

に
て
范
建
寅
氏
と
邂
逅
。
范
氏
は
も
と
浦
江
県
の
観
光
局
長
で
、
浦
江
県
東
皐
心
越
研
究
会
に
属
し
、
先
に
も
挙
げ
た
「
東
皐
心
越
的
国
内

軌
跡
及
芸
術
淵
源
初
考
」
（
浦
江
県
東
皐
心
越
国
際
研
討
会
論
文
集
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
成
果
が
あ
り
、
東
皐
研
究
の
た
め
に
来
日
の
経
験

が
あ
る
。
ち
な
み
に
同
論
文
は
『
東
皐
心
越
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る
。
范
氏
の
同
道
を
得
て
、
東
皐
の
故
郷
浦
江
県
（
現
在
の
地
名
で
は
蘭
渓
）

へ
直
行
。
范
氏
の
話
。
東
皐
の
一
族
蒋
氏
の
族
譜
が
あ
る
。
蒋
氏
は
地
元
で
は
有
力
な
一
族
で
、
明
の
朱
元
璋
に
協
力
し
た
と
い
う
。
一

族
が
住
む
村
へ
の
入
り
口
に
は
石
製
の
ア
ー
チ
型
の
門
が
あ
り
、
「
大
明
元
帥
」
と
大
書
さ
れ
、
「
蒋
公
勇　

公
元
一
九
八
七
年
秋
修
建　

存

三
十
八
公
派
下
立
」
な
ど
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
蒋
公
勇
は
「
族
譜
」
の
蒋
公
鏞
を
指
し
、
東
皐
の
祖
先
に
当
た
る
と
い
う
。

　

集
落
の
ほ
ぼ
中
央
に
宗
祠
が
あ
る
。
木
造
二
階
立
て
で
、
間
口
約
二
五
㍍
、
奥
行
き
一
五
㍍
ほ
ど
の
大
き
な
建
物
で
あ
っ
た
。
創
建
は
明

代
に
遡
り
う
る
と
い
い
、
か
つ
て
は
小
学
校
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
景
福
堂
と
認
め
ら
れ
た
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
柱
だ

け
が
残
っ
て
い
て
、
今
後
の
修
復
を
待
っ
て
い
る
態
で
あ
っ
た
。
二
階
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
梁
な
ど
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
彫
刻
は
か
な
り
丁

寧
な
も
の
で
、
蒋
氏
一
族
の
往
時
の
権
勢
を
偲
ば
せ
る
。

　

ま
た
近
く
の
洪
塘
里
に
あ
る
蒋
氏
一
族
の
宗
廟
を
参
観
。
章
山
殿
と
呼
ば
れ
る
小
寺
は
、
小
高
い
丘
の
上
に
新
し
く
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
の
あ
た
り
の
蒋
氏
の
追
善
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
昼
食
を
摂
り
つ
つ
東
皐
研
究
の
中
国
側
の
状
況
を
范
氏
か
ら
教
示
し
て
貰
う
。

こ
の
時
に
范
氏
か
ら
の
御
恵
贈
に
与
っ
た
の
が
浦
江
県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
『
東
皐
心
越
全
集
』
（
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

で
あ
っ
た
。
総
字
数
六
六
万
字
と
い
う
此
書
に
つ
い
て
、
刊
行
か
ら
す
で
に
八
年
も
経
て
い
る
の
に
、
筆
者
は
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
ず
汗
顔

の
い
た
り
で
あ
っ
た
。
日
中
の
関
係
者
の
論
文
の
集
大
成
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
東
皐
の
詩
文
等
の
原
資
料
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
直
接
間
接
に
名
を
列
ね
て
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
て
い
て
便
利
か
つ
示
唆
的
な
成
果
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
入
手
し
が
た
い
該
書
で
あ
り
、
一
応
内
容
の
目
次
だ
け
で
も
列
挙
し
て
お
こ
う
。

序　

１
、
蔡　

健　

中
共
浦
江
県
委
書
記　
　

２
、
張
偉
亜　

浦
江
県
県
長　
　

３
、
朱
金
祥　

浦
江
県
政
協
主
席

４
、
劉　

江　

西
冷
印
社
副
社
長

凡
例

巻
首　

序
伝
集
萃

巻
一　

法
理
一　
　

巻
二　

法
理
二　
　

巻
三　

琴
芸　
　

巻
四　

書
画
篆
刻　
　

巻
五　

詩
一　
　

巻
六　

詩
二　
　

巻
七　

詩
三　
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一
二

浦江県蒋氏一族家居、石造のアーチ型の門

蒋氏宗祠とされる木造の建物
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一
三

巻
八　

文　
　

巻
九　

書
信　
　

巻
一
〇　

輯
佚　
　

巻
一
一　

円
寂
後
事
実　
　

巻
一
二　

研
究
文
選
一　
　
　

巻
一
三　

研
究
文

選
二　
　

巻
一
四　

身
世
考　
　

巻
一
五　

年
譜

後
記　

張
文
徳

 

　

序
を
寄
せ
た
メ
ン
バ
ー
を
見
れ
ば
、
地
元
の
期
待
が
那
辺
に
あ
る
か
を
窺
う
に
十
分
で
あ
る
。
ま
た
巻
一
一
は
玄
津
「
東
皐
心
越
禅
師
歿

後
事
実
」
以
外
は
、
現
代
の
成
果
で
あ
る
。
特
に
巻
一
二
、
一
三
、
一
四
は
内
外
の
研
究
成
果
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
議
論
紹
介
す
べ
き
点

は
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
特
に
東
皐
の
出
家
前
の
名
前
に
つ
い
て
は
そ
の
兄
弟
の
存
在
と
と
も
に
認
識
を
新
た
に
し
た
。
以
下

に
そ
の
一
端
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
陳
智
超
氏
に
よ
る
「
東
皐
心
越
的
家
世
」
の
成
果
で
あ
る
。
陳
氏
に
は
別
に
紹
介
し
た
よ
う
に
『
旅
日
高
僧
東
皐
心

越
詩
文
集
』
（
中
国
社
会
科
学
院
、
一
九
九
四
年
）
の
成
果
が
あ
る
。
本
論
文
は
特
に
東
皐
の
家
族
関
係
を
、
族
譜
を
手
が
か
り
に
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
族
譜
の
存
在
は
す
で
に
范
氏
論
文
で
も
触
れ
ら
れ
お
り
、
筆
者
も
そ
の
閲
覧
を
期
待
し
て
現
地
へ
赴
い
た
の
で
あ
る
が
、
時

間
的
な
問
題
と
保
管
管
理
者
と
の
問
題
が
あ
っ
て
、
結
局
、
当
日
は
、
陳
氏
論
文
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
范
氏
の
意
見
を

聞
く
の
み
に
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
ま
ず
陳
氏
論
文
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
調
査
不
足
の
譏
り
を
免
れ
た
い
と
思
う
。

　

「
東
皐
心
越
の
家
系
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所　

陳
智
超

　

東
皐
心
越
は
中
日
文
化
交
流
史
に
お
い
て
出
現
し
た
一
人
の
重
要
人
物
で
あ
る
。
か
れ
は
中
国
の
清
朝
康
煕
一
五
年
、
日
本
の
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
の
大
晦
日
の
夜
、
日
本
の
薩
摩
に
到
着
し
、
康
煕
三
四
年
・
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
九
月
三
〇
日
、
水
戸
天
徳
寺
に
お
い
て
円
寂
、

日
本
で
ほ
と
ん
ど
一
九
年
近
く
を
過
ご
し
た
。
彼
は
日
本
に
お
い
て
仏
法
を
挙
揚
し
、
禅
宗
の
曹
洞
宗
寿
昌
派
を
開
い
た
。
彼
の
書
法
、
画
法
、

篆
刻
、
琴
道
な
ど
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、
特
に
篆
刻
、
琴
道
の
二
つ
の
方
面
に
お
い
て
日
本
で
の
影
響
は
と
て
も
大
き
く
、
日
本
の
篆
刻

の
新
時
代
を
開
創
す
る
と
と
も
に
、
「
百
年
に
わ
た
っ
て
途
絶
し
て
い
た
徽
音
を
、
再
び
後
世
に
振
る
わ
せ
た
」
と
称
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

心
越
が
日
本
で
行
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
貢
献
は
、
す
べ
て
中
国
で
の
堅
実
な
基
礎
に
よ
っ
て
い
る
。
彼
の
日
本
で
の
事
蹟
は
記
録
が
多
く
、
比

較
的
明
確
で
あ
る
、
し
か
し
彼
の
祖
国
で
の
情
況
は
、
彼
自
身
が
幼
く
し
て
出
家
し
、
後
に
は
ま
た
反
清
復
明
の
闘
争
に
参
加
し
た
こ
と
も
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あ
っ
て
、
記
録
は
極
め
て
少
な
い
。
心
越
に
つ
い
て
次
第
次
第
に
中
国
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
彼
に
関
わ
る
分
散
し
、
隠
れ
て
い

た
記
録
が
、
次
々
に
発
掘
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
論
文
は
こ
れ
ら
の
材
料
を
根
拠
と
し
て
、
彼
の
家
系
に
つ
い
て
論
考
を
な
し
、
中
日

両
国
の
人
々
の
心
越
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

心
越
は
「
東
渡
編
年
略
」（
拙
著
『
旅
日
高
僧
東
皐
心
越
詩
文
集
』
一
八
六
頁
、
中
国
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
以
下
『
詩
文
集
』

と
略
す
）
に
お
い
て
、
自
ら
「
本
貫
は
婺
郡
浦
陽
蒋
氏
の
子
」
と
述
べ
て
い
る
。
浦
陽
は
浦
江
の
古
称
で
あ
り
、
心
越
は
浙
江
省
金
華
府
浦

江
県
蒋
氏
の
家
族
に
生
ま
れ
た
、
こ
れ
は
疑
い
な
い
。

　

し
か
し
人
々
は
彼
の
郷
里
と
家
庭
の
情
況
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
理
解
を
望
ん
で
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
九
月
、
私
は
浦
江
県
で
『
蒋
氏
宗
譜
』
の
関
係
箇
所
を
見
、
心
越
が
自
ら
述
べ
た
こ
と
と
対
照
し
て
、
心
越
が
確
実
に
浦
江

の
蒋
氏
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
断
定
で
き
た
。

　

ま
ず
心
越
の
自
分
の
家
系
に
つ
い
て
の
叙
述
を
見
よ
う
。

　

も
っ
と
も
詳
細
な
も
の
は
壬
辰
の
年
（
康
煕
三
一
年
・
元
禄
五
年
・
一
六
九
二
年
）
七
月
、
彼
は
水
戸
天
徳
寺
に
入
寺
し
て
後
、
「
法
門

及
び
宗
親
図
」
を
作
っ
た
（
『
詩
文
集
』
一
八
七･

一
八
八
頁
）
。
「
宗
親
図
」
の
上
部
に
は
「
昭
穆
宗
親
」
の
四
字
が
書
か
れ
、
下
部
の
右

に
は
「
先
考
忠
八
三
府
君
」
、
左
に
は
「
先
妣
陳
氏
老
安
人
」
、
中
央
に
「
楽
安
郡
蒋
氏
門
中
先
遠
三
代
宗
親
」
と
あ
る
。
図
の
後
に
は
さ
ら

に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。
「
父
諱
興
孝
、
生
于
万
暦
二
十
四
年
丙
申
正
月
十
六
日
卯
時
、
故
于
康
煕
十
三
年
甲
寅
十
月
十
五
日
。
母
陳
氏
、

生
于
万
暦
二
十
七
年
己
亥
九
月
十
三
日
辰
時
、
故
于
康
煕
十
六
年
丁
巳
十
二
月
二
十
二
日
」
。

　

ま
た
現
存
す
る
水
戸
祇
園
寺
（
前
身
は
天
徳
寺
）
に
、
彼
が
手
ず
か
ら
書
い
た
「
時
思
図
」
が
あ
り
（
同
書
、
一
八
八･

一
八
九
頁
）
、「
顕

考
忠
八
三
朝
奉
蒋
府
君
、
顕
妣
陳
氏
老
安
人
、
亡
弟
尚
蹉
」
の
「
霊
位
」
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
彼
は
日
本
で
二
種
の
父
母
を
懐
か
し
む
詩
を

書
い
て
い
る
。
一
つ
は
「
十
三
日
乃
萱
堂
設
壺
之
辰
虔
持
般
若
以
固
遐
齡
」
（
詩
文
集
、
八
〇
頁
）
で
あ
り
、
「
萱
堂
設
壺
之
辰
」
と
は
母
親

の
誕
生
日
を
指
し
、
彼
の
母
が
確
か
に
十
三
日
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
り
う
る
。
一
つ
は
「
十
月
望
届
先
厳
七
周
之
期
転
法
華
以
報
恩

即
事
有
感
」
（
詩
文
集
八
一
頁
）
で
あ
り
、
彼
の
父
が
確
か
に
十
月
十
五
日
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

再
び
浦
江
の
『
蒋
氏
宗
譜
』
の
関
係
記
事
と
対
照
す
る
。

　

こ
の
『
宗
譜
』
巻
三
一
下
、
第
二
六
世
に
「
興
慥
、
字
実
甫
、
第
忠
一
百
八
十
三
。
万
暦
丙
申
年
正
月
十
六
日
卯
時
生
。
康
煕
甲
寅
年
十

月
十
五
日
申
時
卒
。
聚
陳
氏
、
万
暦
己
亥
年
九
月
十
三
日
戌
時
生
、
康
煕
己
未
年
十
二
月
二
十
二
日
戌
時
卒
。
合
葬
父
宜
」
と
あ
る
。
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心
越
が
自
ら
述
べ
る
と
こ
ろ
と
『
蒋
氏
宗
譜
』
を
比
較
す
る
と
、
彼
の
父
親
の
出
生
年
月
日
、
時
刻
、
死
亡
の
年
月
日
（
自
述
で
は
時
刻

は
記
載
し
て
い
な
い
）
、
及
び
母
親
の
姓
氏
、
出
生
の
年
月
日
、
死
亡
の
月
日
と
、
『
宗
譜
』
の
興
慥
夫
婦
に
関
わ
る
記
録
と
は
完
全
に
一
致

す
る
。
世
の
中
に
は
確
か
に
偶
然
の
一
致
と
言
う
こ
と
が
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
に
多
く
の
因
子
の
符
合
は
、
偶
然
の
一
致
を
も
っ
て

解
釈
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
確
定
し
う
る
こ
と
は
、
『
蒋
氏
宗
譜
』
中
に
記
載
さ
れ
る
興
慥
と
陳
氏
が
、
心
越
の
実
の
父
母
に
外
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
心
越
の
原
籍
は
浙
江
省
浦
江
県
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
疑
い
な
い
。

　

心
越
の
自
述
す
る
と
こ
ろ
と
、
『
蒋
氏
宗
譜
』
の
記
載
と
は
、
四
点
の
一
致
し
な
い
点
も
あ
る
。

　

第
一
は
自
ら
そ
の
父
の
名
を
興
孝
と
呼
ぶ
が
、『
宗
譜
』
で
は
興
慥
と
し
て
い
る
。
第
二
に
は
、
自
述
は
父
を
「
忠
八
三
府
君
」
と
呼
ぶ
が
、

『
宗
譜
』
は
、
興
慥
を
「
第
一
百
八
十
三
」
と
呼
ん
で
い
る
。
第
三
は
、
自
述
は
母
は
辰
の
刻
に
生
ま
れ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
『
宗
譜
』
は

戌
の
刻
に
生
ま
れ
た
と
す
る
。
第
四
は
、
自
述
は
母
の
卒
年
を
康
煕
一
六
年
丁
巳
と
言
い
、
『
宗
譜
』
は
母
の
卒
年
を
康
煕
己
未
の
年
、
つ

ま
り
一
八
年
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不
一
致
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
点
。
興
孝
と
興
慥
。
『
宗
譜
』
に
よ
っ
て
、
浦
江
の
蒋
氏
第
二
六
世
は
「
興
」
の
字
を
排
行
と
す
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
興
慥
は
第

二
五
世
其
鵬
の
長
子
で
あ
り
、
同
じ
母
の
弟
の
名
は
興
悌
、
異
母
弟
の
名
は
興
貪
、
興
惇
、
興
蟐
で
、
名
の
下
の
字
は
い
ず
れ
も
「
忄
」
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
興
慥
が
誤
り
で
な
い
こ
と
が
知
れ
る
。
心
越
が
実
父
の
名
を
記
憶
違
い
す
る
は
ず
が
な
い
。
私
は
こ
の
よ
う
に
解
釈
し

て
い
る
。
心
越
は
反
清
復
明
の
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
身
は
海
外
に
あ
っ
て
清
朝
の
追
跡
殺
害
の
危
険
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て

も
、
当
時
の
中
日
間
の
往
来
は
相
当
に
頻
繁
で
あ
っ
て
、
彼
は
家
族
の
安
否
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
そ
の
た
め
父
親
の
名
前
の
下

の
一
字
を
改
変
し
、
た
だ
し
父
親
の
生
卒
年
月
日
は
正
し
く
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
父
の
名
を
興
孝
に
改
め
た
の
も
深
い
意
味
が
あ

る
。
叔
父
の
名
は
興
悌
で
、
孝
と
悌
は
本
来
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
点
。
「
忠
八
三
府
君
」
と
「
第
忠
一
百
八
十
三
」
。
私
は
も
と
も
と
心
越
が
な
ぜ
父
親
を
「
忠
八
三
府
君
」
と
呼
ぶ
の
か
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
『
宗
譜
』
の
興
慥
を
「
第
忠
一
百
八
十
三
」
と
す
る
記
載
を
見
て
、
は
っ
き
り
明
確
に
な
っ
た
。
所
謂
「
第
忠

一
百
八
十
三
」
と
は
興
慥
の
家
族
の
中
に
お
け
る
大
排
行
で
あ
る
。
「
第
」
は
排
行
を
指
し
、
「
忠
」
は
第
二
六
世
の
排
行
で
あ
る
。
浦
江
の

蒋
氏
の
第
二
五
世
の
排
行
は
「
复
」
の
字
で
、
二
七
、
二
八
世
は
分
か
れ
て
「
質
」
の
字
、
「
文
」
の
字
等
等
に
な
っ
て
い
る
（
第
は
次
第
で

数
序
を
示
す
。
忠
は
世
系
を
表
わ
す
字
母
で
あ
り
、
排
行
の
「
复
」
の
字
で
は
な
い
。
大
排
行
と
は
習
慣
で
「
世
系
」
と
言
っ
て
い
る
。
編
者
）
。

興
慥
の
大
排
行
は
忠
一
百
八
十
三
と
す
べ
き
で
、
心
越
は
前
の
「
一
」
を
書
き
漏
ら
し
た
が
、
こ
れ
は
彼
が
幼
く
し
て
出
家
し
た
こ
と
と
関
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係
が
あ
る
。
し
か
し
彼
が
父
親
の
大
排
行
を
記
述
し
た
こ
と
は
、『
宗
譜
』
中
の
興
慥
が
確
か
に
彼
の
実
父
で
あ
る
こ
と
を
証
拠
だ
て
て
い
る
。

第
三
点
．
「
辰
の
刻
」
と
「
戌
の
刻
」
。
自
述
と
『
宗
譜
』
は
心
越
の
母
親
の
出
生
年
月
日
に
つ
い
て
は
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
時
間
だ
け

が
同
じ
で
な
い
。
こ
れ
は
些
細
な
違
い
で
あ
り
、
両
者
が
と
も
に
誤
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

第
四
点
．
「
康
煕
一
六
年
丁
巳
」
と
「
康
煕
己
未
の
年
」
。
心
越
の
自
述
と
『
宗
譜
』
の
記
載
す
る
心
越
の
生
母
死
亡
年
月
日
は
同
じ
だ
が
、

没
年
は
自
述
は
康
煕
一
六
年
丁
巳
と
し
、
『
宗
譜
』
は
康
煕
己
未
、
す
な
わ
ち
一
八
年
と
し
て
二
年
違
っ
て
い
る
。
「
丁
巳
」
と
「
己
未
」
と

は
字
の
形
は
似
て
お
ら
ず
、
伝
抄
や
刊
刻
の
過
程
で
の
誤
り
と
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
康
煕
一
六
年
に
せ
よ

一
八
年
に
せ
よ
、
心
越
は
す
で
に
日
本
に
行
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
陳
氏
の
死
は
心
越
が
日
本
に
到
達
し
た
後
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

て
、
こ
れ
に
よ
り
自
述
に
誤
り
の
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
心
越
は
日
本
に
い
て
終
始
中
国
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
か
ら
、
た
び

た
び
祖
国
と
故
郷
の
消
息
を
得
た
ろ
う
し
、
逆
に
私
た
ち
が
見
た
『
蒋
氏
宗
譜
』
は
一
九
三
一
年
に
修
復
さ
れ
、
万
暦
以
来
す
で
に
一
三
回

の
重
修
を
へ
て
お
り
、
『
宗
譜
』
の
誤
り
も
排
除
で
き
な
い
。

　

要
す
る
に
、
心
越
の
自
述
と
『
蒋
氏
宗
譜
』
と
の
四
つ
の
差
異
で
、
心
越
自
述
の
実
父
興
孝
が
、
『
宗
譜
』
中
の
興
慥
で
あ
る
こ
と
を
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
宗
譜
』
巻
二
八
上
に
も
興
孝
そ
の
人
が
い
て
、
陳
氏
を
娶
っ
て
い
る
。
『
宗
譜
』
に
は
生
卒
年
の
記
載
が
な
い
が
、

し
か
し
大
排
行
は
忠
二
七
八
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
そ
の
年
齢
と
興
慥
と
は
差
が
と
て
も
大
き
い
か
ら
、
彼
は
除
い
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

心
越
の
郷
里
お
よ
び
両
親
に
つ
い
て
は
す
で
に
確
定
を
見
た
、
私
た
ち
は
彼
の
俗
名
と
兄
弟
の
情
況
に
つ
い
て
更
な
る
検
討
を
進
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

高
羅
佩
の
『
明
末
義
僧
東
皐
禅
師
集
刊
』
に
は
じ
ま
っ
て
、
論
者
は
多
く
心
越
の
俗
名
は
興
儔
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
『
蒋
氏
宗
譜
』

に
し
た
が
え
ば
心
越
の
父
は
「
興
」
字
の
排
行
に
属
す
、
古
代
中
国
の
昭
穆
の
順
の
極
め
て
厳
格
で
あ
る
か
ら
、
心
越
に
も
し
俗
名
が
あ

る
な
ら
父
親
と
同
じ
排
行
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
し
、
興
儔
で
あ
る
こ
と
も
不
可
能
と
な
る
。
興
儔
は
彼
の
僧
名
で
あ
り
、
彼
は
曹
洞
宗

三
五
世
と
し
て
、
「
興
」
の
字
の
排
行
に
属
す
の
で
あ
る
。

　

心
越
の
自
述
の
中
で
、
自
分
の
俗
名
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
二
度
に
わ
た
り
亡
弟
尚
蹉
の
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
心

越
が
日
本
に
渡
来
し
て
九
年
後
、
彼
の
長
兄
が
張
斐
と
一
緒
に
日
本
に
や
っ
て
き
て
長
崎
に
留
ま
り
、
心
越
は
水
戸
か
ら
長
崎
に
赴
き
兄
と

面
会
し
、
詩
に
記
し
て
い
る
。
詩
の
中
で
は
た
だ
「
家
兄
」
と
し
て
、
そ
の
名
を
出
し
て
い
な
い
（
詩
文
集
、
一
四
八
頁
）
。
一
部
の
日
本

の
記
載
で
は
そ
の
兄
の
名
は
尚
卿
だ
と
い
う
。
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『
蒋
氏
宗
譜
』
は
、
興
慥
に
は
四
子
が
あ
り
、
順
に
尚
郎
、
尚
部
、
尚
郷
、
尚
域
で
あ
る
。
尚
郎
、
尚
郷
に
は
小
伝
が
あ
り
、
尚
部
、
尚

域
に
は
伝
記
が
な
い
。
尚
郎
の
大
排
行
は
「
質
」
で
一
百
十
一
で
あ
る
、
字
は
明
玉
、
県
学
の
庠
生
で
天
啓
壬
戌
（
二
年
・
一
六
二
二
）
正

月
二
一
日
に
生
ま
れ
、
卒
年
は
不
明
。
尚
郷
は
大
排
行
「
質
」
で
、
一
百
八
十
二
、
字
は
明
陽
、
崇
禎
年
壬
辰
正
月
二
七
日
に
生
ま
れ
、
康

煕
己
未
（
一
八
年
・
一
六
七
九
）
九
月
初
九
日
に
卒
。
崇
禎
に
壬
辰
の
年
は
な
い
、
壬
辰
は
清
の
順
治
九
年
、
一
六
五
二
年
で
あ
る
。

　

も
し
以
上
の
材
料
だ
け
を
根
拠
と
す
る
な
ら
、
心
越
が
自
述
す
る
中
の
家
兄
（
ま
だ
そ
の
名
は
示
さ
れ
な
い
）と
弟
尚
蹉
に
つ
い
て
、『
宗
譜
』

に
お
い
て
直
接
対
応
す
る
人
物
を
さ
が
す
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
杉
村
英
治
先
生
は
そ
の
著
作
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』（
三

樹
書
房
、
一
九
八
九
年
）
中
に
引
用
す
る
「
沈
張
蒋
詩
文
筆
語
抄
」
に
お
い
て
、
私
た
ち
に
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
さ
れ
た
。
杉
村
先
生

の
成
果
の
紹
介
に
よ
れ
ば
（
一
三
三
・
一
三
四
頁
）
、
「
沈
張
蒋
詩
文
筆
語
抄
」
に
お
け
る
「
蒋
」
と
は
蒋
挺
を
指
す
こ
と
が
知
ら
れ
、
杉
村

先
生
は
そ
れ
が
日
本
で
記
録
さ
れ
る
心
越
の
兄
の
蒋
卿
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
私
の
求
め
に
応
じ
て
、
杉
村
先
生
は
過
日
、
先
生
が

三
八
年
前
に
水
戸
祇
園
寺
に
お
い
て
抄
録
さ
れ
た
「
沈
張
蒋
詩
文
筆
語
抄
」
の
関
係
部
分
を
お
送
り
く
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
蒋
挺
と
は

心
越
が
日
本
に
お
い
て
会
っ
た
長
兄
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
『
蒋
氏
宗
譜
』
の
興
慥
の
長
子
の
尚
郎
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
確
定
で
き
た
の

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
筆
語
と
は
筆
談
記
録
で
あ
り
、
蒋
挺
と
の
筆
談
は
心
越
に
お
伴
し
て
長
崎
に
い
っ
た
水
戸
の
儒
臣
大
串
元
善
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
筆
語
は
蒋
挺
が
今
回
の
来
日
が
「
遠
く
山
川
を
越
え
た
の
は
、
た
だ
義
に
お
い
て
友
を
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と
か

ら
は
じ
ま
る
が
、
こ
れ
は
兄
弟
の
出
会
い
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
二
度
に
わ
た
り
心
越
を
弟
と
呼
ん
で
い
る
。
蒋
挺
が
心
越
の
兄
で
あ
る
こ

と
が
知
り
う
る
。
筆
語
は
明
確
に
蒋
挺
の
字
が
明
玉
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
て
お
り
、
蒋
挺
も
ま
た
自
分
が
崇
禎
一
七
年
に
「
入
泮
」
し
た

と
言
っ
て
い
る
。
『
蒋
氏
宗
譜
』
と
対
照
す
る
と
、
尚
郎
は
字
明
玉
、
「
浦
江
県
学
庠
生
に
進
ん
だ
」
と
あ
り
、
蒋
挺
が
確
か
に
『
宗
譜
』
の

尚
郎
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
尚
郎
が
な
ぜ
挺
と
名
乗
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
容
易
に
解
釈
で
き
る
。
尚
郎
は
一
族
の
中
で
排
行
を
表
明

す
る
た
め
に
使
っ
た
大
名
で
あ
り
、
蒋
挺
は
対
外
的
に
使
っ
た
正
式
名
称
で
あ
る
。
日
本
の
記
載
が
そ
の
兄
の
名
前
を
尚
卿
と
し
て
い
る
の

は
「
郎
」
と｢

卿｣

の
右
の
半
分
の
形
が
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

蒋
挺
が
筆
語
の
中
で
、
自
分
の
略
歴
を
紹
介
し
て
「
小
弟
は
大
明
の
末
に
入
泮
し
、
先
帝
は
私
を
監
軍
の
職
に
抜
擢
さ
れ
た
。
幾
ば
く
も

な
く
し
て
天
命
が
か
わ
り
、
竟
に
改
革
と
な
り
、
や
む
を
得
ず
義
旗
を
立
て
、
多
く
の
苦
労
を
受
け
た
。
親
の
命
令
と
身
家
を
守
る
た
め
に
、

や
む
を
得
ず
髪
を
剃
っ
た
が
、
僧
と
し
て
の
布
施
を
う
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
の
ち
秀
才
の
肩
書
き
と
な
っ
て
、
郷
試
を
受
け
た
が
、
そ

れ
は
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
。
「
そ
の
先
帝
と
い
う
の
は
、
崇
禎
皇
上
一
七
年
に
入
泮
し
た
こ
と
で
あ
る
。
弘
光
皇
上
の
初
年
に
監
道
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一
八

事
を
受
け
た
と
は
、
す
な
わ
ち
隆
武
皇
上
の
初
年
で
あ
る
。
言
う
に
忍
び
な
か
っ
た
の
で
、
あ
え
て
質
問
し
な
か
っ
た
」
。
蒋
挺
は
弘
光
、

隆
武
朝
に
あ
っ
て
任
官
し
、
反
清
の
闘
争
に
参
加
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
清
朝
に
仕
え
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
た
め
、
一
度
は
剃
髪

し
て
僧
に
な
っ
た
。
こ
の
心
越
よ
り
も
一
七
最
年
長
の
長
兄
の
経
歴
は
、
心
越
の
幼
年
の
出
家
及
び
の
ち
の
反
清
復
明
の
闘
争
参
加
に
、
重

大
な
影
響
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

『
宗
譜
』
は
尚
郎
に
三
人
の
弟
、
尚
部
、
尚
郷
、
尚
域
の
あ
る
こ
と
を
記
載
す
る
。
譜
の
中
で
明
確
に
記
載
す
る
の
は
尚
郷
が
康
煕
己
未

の
年
（
一
八
年
・
一
六
七
九
年
）
に
没
し
て
い
る
こ
と
で
、
心
越
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
尚
域
は
幼
子
で
あ
り
、
心
越
に
は
も
う

一
人
の
弟
が
居
る
が
、
こ
れ
も
心
越
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
し
譜
中
に
心
越
が
列
せ
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
尚
部
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
心
越
が
こ
の
三
人
の
外
に
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
蒋
氏
宗
譜
』
の
凡
例
に
よ
れ
ば
「
お
よ
そ
子
姓

の
中
で
出
家
し
て
僧
と
な
っ
た
も
の
は
譜
に
入
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
還
俗
し
た
者
に
つ
い
て
は
そ
の
名
を
ふ
た
た
び
書
く
」
と
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
心
越
自
述
の
中
で｢
亡
弟
尚
蹉｣

と
す
る
の
は
、
私
は
『
宗
譜
』
の
中
の
尚
域
か
と
疑
っ
て
い
る
、
蹉
と
域
は
形
が
似
て
い
る

か
ら
。

　

『
蒋
氏
宗
譜
』
の
凡
例
は
ま
た
「
お
よ
そ
仕
官
し
て
政
治
上
の
業
績
が
あ
り
、
あ
る
い
は
家
に
い
て
も
行
い
が
す
ぐ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、

譜
に
小
伝
、
行
状
、
墓
誌
銘
を
著
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
心
越
の
祖
父
其
鵬
、
父
興
慥
、
兄
尚
郎
は
譜
に
お
い
て
す
べ
て
小
伝
が
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
行
第
、
字
号
、
姓
卒
年
、
配
偶
者
、
埋
葬
地
、
子
嗣
を
記
す
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
其
鵬
、
興
慥
に
は
一
定
の
社
会
的
、

経
済
的
地
位
が
あ
っ
た
が
、
た
だ
し
仕
官
は
し
な
か
っ
た
こ
と
が
知
り
う
る
。

　

以
上
が
、
私
の
現
在
知
り
う
る
心
越
の
家
系
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
一
年
八
月
か
ら
九
月　
　

北
京
に
て

　

　

右
論
文
は
既
述
の
よ
う
に
実
際
に
『
蒋
氏
宗
譜
』
を
閲
覧
し
た
結
果
と
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
以
前
、
陳
氏
が
祇
園
寺
所
蔵
の
「
時
思
図
」
、

あ
る
い
は
現
在
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
小
宮
山
楓
軒
叢
書
』
収
録
の
「
心
越
事
実
」
も
閲
覧
し
て
『
詩
文
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
か
え
っ
て
問
題
が
生
じ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
陳
氏
が
言
う
よ
う
に
『
詩
文
集
』
に
は
左
の
よ
う
な
「
法
門
及
宗
親

図
」｢

時
思
図｣

が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
底
本
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
「
法
門
及
宗
親
図
」｢

時
思
図｣

で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
原
史
料
と
『
詩

文
集
』
所
収
の
も
の
と
を
比
較
す
る
と
些
末
と
言
え
る
に
し
て
も
異
同
が
少
な
く
な
い
。
ち
な
み
に
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
「
心
越
事
実
」
に
は
、

そ
の
巻
末
に
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一
九

禅
師
普
明
は
心
越
の
徒
な
り
。
嘗
て
泉
州
亀
林
寺
を
創
り
、
後
、
祇
園
寺
の
主
と
為
る
。
其
の
筆
録
す
る
所
の
雑
記
五
冊
、
僧
某
蔵
せ
り
。

　
　

小
川
天
聖
寺
の
僧
、
転
借
し
て
之
を
閲
る
。
今
、
心
越
事
実
数
條
を
抄
す
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
十
三
年
丙
子
秋
八
月
念
八　

楓
軒
小
宮
山
昌
秀　

識

な
る
識
語
が
あ
る
。
普
明
一
洒
は
祇
園
寺
八
世
で
あ
り
、
弟
子
の
鼎
隆
黙
道
は
『
寿
昌
正
統
録
』
を
編
集
す
る
。
伝
来
に
は
由
緒
が
あ
る
。

ま
た
祇
園
寺
に
は
「
如
晤
」
「
入
寺
記
譚
」
と
貼
り
合
わ
せ
で
「
時
思
図
」
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
、
史
料
を
掲
げ
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。
便
宜
を
考
え
て
陳
智
超
『
詩
文
集
』
収
録
の
そ
れ
を
底
本
と
し
、
筆
者
が
静
嘉
堂
文
庫
、
あ
る
い
は
祇
園
寺
に
お
い
て
直
接
確

認
し
た
結
果
を
（　

）
で
示
し
て
対
校
し
た
。

　
　
　
　
　

開
山
老
人
親
書
東
皐
山
清
水
寺
如
左
写
表

　

法
門
及
宗
親
図

法
門　

先
師　
　

蘭
石
霊
公

　
　
　

先
師
祖　

徧
聞
智
禅
師

苗
裔　

亡
強
恕
庵
球
禅
彦

昭
穆　

先
考
忠
八
三
府
君　

亡
弟
尚

　
　
　

楽
安
郡
蒋
氏
門
中
先
遠
三
代
宗
親

宗
親　

先
妣
陳
氏
老
安
人

父
諱
興
孝　

生
于
万
暦
二
十
四
年
丙
申
正
月
十
六
日
卯
時　

故
于
康
煕
十
三
年
甲
寅
十
月
十
五
日

母
陳
氏　

生
于
万
暦
二
十
七

（
六
）

年
己
亥
九
月
十
三
日
辰
時　

故
于
康
煕
十
六
年
丁
巳
十
二
月
二
十
二
日

　
　

是
歳
壬
申
中
元
前
三
日　

釈
男
興
儔
百
拝
并
記

先
師
祖
諱
浄
智　

号
徧
聞　

生
于
万
暦
三
十
五
年
丁
未
十
月
十
九
日
卯
時　

寂
于

（
於
）

康
煕
十
四
年
乙
卯
十
二
月
二
十
九
日
戌
時　

　
　
　
　
　
　
　

父
龍
宇　

母
冰

（
氷
）

氏　

係
（
俤
ヵ
）

湖
広
長
沙
湘
潭　

張
氏
子　

行
五

先
師
蘭
石
智
霊　

寂
于

（
於
）

順
治
十
年
癸
巳
五
月
初
一
日
辰
時　

係
寧
国
府
蒋
氏
子

（
蹉
）

后卩
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二
〇

恕
庵
諱
心
球　

天
台
人　

于
康
煕
十
一
年
壬
子
五
月
十
一
日
寅
時
寂

　
　
　

〔
注
〕
本
篇
録
自
《
心
越
事
実
》

【
陳
智
超
『
詩
文
集
』
一
八
七
頁
】

　
　

時
思
図

　
　
　

東
明
興
福
四
世
澄
一
亮
禅
師　

覚

　
　
　

円
寂
先
師
祖
徧
聞
智
禅
師　
　

位

　
　
　
　

先
師　

蘭
石
霊
公

　
　
　
　

亡
強
恕
庵

　
　
　
　
　

考
忠
八
三
朝
奉
蒋
府
君　

霊

　
　
　

顕

　
　
　
　
　

妣
陳
氏
老
安
人　
　
　
　

位

　
　
　

亡
弟
尚

　
　
　
　

〔
注
〕
此
図
現
存
水
戸
祇
園
寺

【
陳
智
超
『
詩
文
集
』
一
八
八
頁
】

こ
こ
で
は
二
つ
の
史
料
と
も
に
「
亡
弟
尚　

」
の
名
が
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
詩
文
集
』
の
序
文
で
は

第
一
俗
名
和
法
名
。
不
少
論
著
（
包
括
高
羅
佩
）
説
心
越
俗
名
「
興
儔
」
、
并
由
此
作
出
種
種
推
断
。
其
実
是
誤
解
。
心
越
之
父
名
興
孝
、

在
昭
穆
之
分
極
厳
的
中
国
（
尤
其
是
唐
宋
以
後
）
父
子
不
可
能
同
排
行
。
曹
洞
宗
的
法
派
偈
是
「
慧
元
道
大
興
」
、
心
越
師
祖
為
覚
浪
道
盛
、

師
父
為
闊
堂
大
文
、「
興
儔
」
正
是
心
越
的
法
名
、
而
不
是
他
的
俗
名
。
心
越
的
俗
名
已
不
可
考
、
只
知
他
的
二
兄
名
尚
卿
、
弟
名
尚
蹉
、

由
此
可
以
推
断
。
其
俗
名
上
一
字
為
「
尚
」
字
、
下
一
字
右
半
比
必
為
「
卩
」
。
但
他
八
歳
即
出
家
、
也
可
能
并
未
取
名
。
興
儔
是
法
名
、

心
越
為
其
字
、
東
皐
為
其
号
。
按
照
規
範
、
応
称
東
皐
興
儔
。
但
多
年
来
中
日
両
国
、
都
称
他
為
東
皐
心
越
。
我
們
就
従
衆
而
不
改
了
。

【
陳
智
超
『
詩
文
集
』
一
二
頁
】

　

つ
ま
り
「
心
越
の
俗
名
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
彼
の
二
番
目
の
兄
が
尚
卿
で
、
弟
が
尚
蹉

（
マ
マ
）で

あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
そ
の

俗
名
の
上
の
一
字
は
「
尚
」
で
、
下
の
一
字
の
右
半
分
は
，
必
ず
や
「
卩
」
で
あ
る
」
（
同
書
、
一
二
頁
）
と
推
定
し
て
い
る
。

（
蹉
）

后卩

后卩



東
皐
心
越
事
蹟
考
（
永
井
）

二
一

　

二
カ
所
の
記
述
に
齟
齬
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
定
か
で
な
い
。
あ
る
い
は
「
時
思
図
」
翻
刻
に
際
し
て
の
校
正
ミ
ス
で
あ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
こ
の
混
乱
は
、
『
東
皐
心
越
全
集
』
収
録
の
「
法
門
及
宗
親
図
」
「
時
思
図
」
の
翻
刻
で
、
「
亡
弟
尚
蹉
」
（
四
三
・
四
四
頁
）
と
さ

れ
て
修
正
さ
れ
、
ま
た
直
前
に
引
い
た
よ
う
に
「
心
越
自
述
の
中
で｢

亡
弟
尚
蹉｣

と
す
る
の
は
、
私
は
『
宗
譜
』
の
中
の
尚
域
か
と
疑
っ

て
い
る
、
蹉
と
域
は
形
が
似
て
い
る
か
ら
。
」
と
判
断
が
保
留
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

「
卩
」
な
の
か
、
「
阝
」
な
の
か
。
「
卩
」
説
の
そ
も
そ
も
は
、
か
つ
て
高
羅
佩
『
集
刊
』
が
「
東
皐
心
越
禅
師
伝
」
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

東
皐
禅
師
、
俗
姓
蒋
。
諱
興
儔
、
字
心
越
、
初
名
兆
隠
。
別
号
東
皐
、
鷲
峰
野
樵
、
又
越
道
人
。
浙
江
浦
陽
人
也
。
〈
父
名
未
詳
、
母
陳
氏
。

自
謂
乃
三
国
関
羽
之
後
裔
。
伝
存
銅
印
。
謂
係
関
羽
之
古
章
也
。
師
東
渡
時
、
亦
携
此
印
。
現
仍
存
於
水
戸
祇
園
寺
。
水
戸
某
家
蔵
東

皐
禅
師
印
記
一
書
。
為
国
医
多
記
藍
渓
（
一
七
三
二
―
一
八
〇
一
）
所
鈔
。
其
説
稍
異
、
曰
「
心
越
禅
師
俗
姓
蒋
氏
。
兄
蒋
尚
卿
夫
人

関
氏
。
乃
唐
伊
慎
之
裔
也
、
云
々
」
〉

【
高
羅
佩
『
集
刊
』
巻
一
、
三
頁
】

康
煕
二
十
五
（
一
六
八
六
）
聞
其
兄
蒋
尚
卿
偕
張
斐
、
云
々
。

【
高
羅
佩
『
集
刊
』
巻
一
、
一
二
頁
】

　

多
記
藍
渓
の
「
東
皐
禅
師
印
記
」
を
見
て
い
な
い
以
上
、
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
当
該
書
で
は
「
尚
卿
」
と
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ

れ
を
高
羅
佩
も
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
影
響
は
高
田
祥
平
『
東
皐
心
越
』
に
も
及
ぶ
。
「
兄
の
名
は
尚
卿
、
弟
は
尚　

。
兄
を
尚
郷
、

弟
を
尚
蹉
と
す
る
著
作
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
表
記
違
い
で
あ
る
」
（
同
書
、
二
三
頁
）
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

『
宗
譜
』
の
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
以
上
、
筆
者
は
最
終
的
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
范
建
寅
氏
や
陳
智
超
氏
の
説
に
導

か
れ
、
筆
者
が
祇
園
寺
所
蔵
の
「
時
思
図
」
や
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
「
心
越
事
実
」
収
録
の
「
法
門
及
宗
親
図
」
に
よ
っ
て
確
認
し
た
と
こ

ろ
か
ら
す
れ
ば
、
「
阝
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
妥
当
性
を
感
じ
る
。

　

さ
ら
に
『
宗
譜
』
に
記
載
さ
れ
る
と
い
う
「
尚
部
」
を
東
皐
の
俗
名
に
擬
し
う
る
か
と
言
う
問
題
も
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
陳
氏
論
文
は

も
し
譜
中
に
心
越
が
列
せ
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
尚
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
心
越
が
こ
の
三
人
の
外
に
い
る
可
能

性
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
蒋
氏
宗
譜
』
の
凡
例
に
よ
れ
ば
「
お
よ
そ
子
姓
の
中
で
出
家
し
て
僧
と
な
っ
た
も
の
は
譜
に
入
れ
る
こ
と
を

許
さ
な
い
。
還
俗
し
た
者
に
つ
い
て
は
そ
の
名
を
ふ
た
た
び
書
く
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

后卩
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二
二

と
述
べ
て
、
判
断
を
保
留
す
る
。
一
方
、
別
に
紹
介
す
る
予
定
の
あ
る
范
建
寅
論
文
は

東
皐
は
俗
名
を
尚
部
、
兄
弟
は
四
人
、
長
兄
は
尚
郎
、
次
兄
は
尚
郷
、
幼
弟
は
尚
蹉
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
蒋
氏
家
譜
』
と
、
日
本
の

東
皐
の
遺
文
が
提
供
す
る
資
料
が
相
互
に
印
証
し
て
基
本
的
に
合
致
し
て
い
る
か
ら
、
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
尚
部
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　

一
人
の
禅
僧
の
伝
歴
を
調
べ
る
に
当
た
っ
て
本
貫
俗
姓
ま
で
判
明
す
る
ケ
ー
ス
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
『
族
譜
』
が
現
存
し
、
家
族
構

成
も
あ
る
程
度
ま
で
明
確
化
す
る
東
皐
は
む
し
ろ
稀
な
ケ
ー
ス
と
言
え
る
。
ま
し
て
そ
れ
は
東
皐
自
身
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

望
郷
の
念
が
東
皐
に
筆
を
執
ら
せ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
東
皐
の
筆
致
は
慎
重
で
あ
る
。
特
に
来
朝
の
経
由
を
め
ぐ
っ

「時思図」（祇園寺所蔵）
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二
三

て
は
高
羅
佩
に
は
じ
ま
る
「
義
僧
」
と
い
う
評
価
が
ど
こ
ま
で
当
た
っ
て
い
る
の
か
。
異
国
の
地
で
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
な
か
で
、
い

さ
さ
か
の
誇
張
が
な
し
と
し
な
い
の
で
は
と
の
感
を
強
く
し
て
い
る
。　

　

陳
氏
論
文
に
次
い
で
紹
介
試
訳
す
る
の
は
張
文
徳
「
東
皐
心
越
身
世
五
考
」
（
全
集
所
収
）
の
う
ち
の
「
考
之
三
」
で
あ
る
。
『
東
渡
編
年

略
』
や
「
宗
親
図
」
「
心
越
事
実
」
、
さ
ら
に
『
沈
張
蒋
詩
文
筆
語
』
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
な
ど
を
利
用
し
て
「
考
之
一
」
「
考
之
二
」
で
東
皐

の
家
族
関
係
、
兄
弟
関
係
、
特
に
蒋
挺
明
玉
と
は
東
皐
の
兄
で
長
崎
に
渡
来
し
た
蒋
郎
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
張
論
文
は
、
「
考
之
三
」
で

東
皐
の
俗
名
や
、
家
族
の
排
行
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

「
東
皐
心
越
身
世
五
考
」
考
之
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
文
徳

　

一
と
二
の
「
考
」
で
東
皐
心
越
の
家
族
関
係
の
基
本
的
な
輪
郭
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
彼
の
三
代
前

の
先
祖
、
祖
父
、
曾
祖
父
、
高
祖
ま
で
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
が
、
そ
れ
は
『
蒋
氏
宗
譜
』
を
調
べ
る
こ
と
で
可
能
と
な
る
。
浦
江
県
の
明

清
時
期
の
蒋
氏
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、
一
つ
は
東
郷
、
一
つ
は
西
郷
で
、
両
系
統
は
い
ず
れ
も
「
楽
安
郡
」
か
ら
出
て
い
る
（
す
べ
て

の
蒋
姓
は
均
し
く
楽
安
出
身
を
言
っ
て
い
る
、
言
う
と
こ
ろ
で
は
周
公
子
伯
齢
が
蒋
に
封
じ
た
の
で
、
子
孫
は
そ
れ
を
姓
に
し
た
と
。
周
末

に
楚
の
兵
を
避
け
て
楽
安
に
移
っ
た
。
楽
安
郡
と
い
う
の
は
こ
こ
か
ら
出
る
）
。
『
宗
親
図
』
に
「
楽
安
郡
蒋
氏
門
中
、
先
遠
三
代
宗
親
」
と

あ
る
。
東
皐
心
越
が
「
蒋
氏
門
中
、
先
遠
三
代
宗
親
」
と
書
く
の
は
俗
の
例
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
楽
安
郡
の
族
氏
が
問
題
と

な
っ
て
く
る
。
し
か
し
浦
陽
の
東
系
の
蒋
は
会
稽
の
横
山
か
ら
移
っ
て
来
、
西
系
は
安
吉
か
ら
移
っ
て
き
て
い
る
。
来
た
地
は
同
じ
で
な
い

し
、
門
派
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
東
皐
の
出
自
は
東
系
な
の
か
西
系
な
の
か
、
ど
の
「
門
中
」
な
の
か
？
東
西
の
蒋
氏

の
系
譜
を
直
視
し
て
、
「
考
一
」｢

考
二｣

の
三
つ
の
文
献
資
料
が
示
す
と
こ
ろ
を
よ
く
よ
く
調
べ
て
、
符
合
す
れ
ば
是
と
し
、
符
合
し
な

け
れ
ば
非
と
な
る
。

　

お
よ
そ
中
国
の
民
間
で
族
譜
を
つ
く
る
と
き
に
は
、
す
べ
て
一
定
の
方
式
が
行
わ
れ
て
お
り
、
「
世
系
」
と
「
行
伝
」
が
あ
る
。
「
世
系
」

に
は
世
系
の
詞
句
が
あ
っ
て
、
一
世
の
順
序
ご
と
に
句
の
中
の
某
字
を
取
り
出
し
て
、
一
人
の
人
の
番
号
と
し
て
順
序
だ
て
る
の
で
あ
る
。「
行

伝
」
と
は
行
の
字
母
と
な
る
詩
句
を
作
り
、
一
世
代
ご
と
の
児
孫
の
名
前
の
中
に
そ
の
世
代
に
当
た
る
某
字
を
当
て
は
め
、
そ
の
世
系
に
お
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二
四

け
る
個
人
の
帰
属
の
目
印
と
す
る
の
で
あ
る
。
調
べ
や
す
く
す
る
た
め
に
八
箇
条
に
分
け
て
み
た
い
。
一
、
時
は
明
末
清
初
。
二
、
興
孝
の

妻
は
陳
氏
。
三
、
二
人
の
生
卒
年
は
必
ず
『
宗
親
図
』
と
同
じ
。
四
、
世
系
の
号
は
「
忠
八
三
」
。
五
、
父
子
の
行
に
当
て
は
め
ら
れ
る
字
は
「
興
」

と
「
尚
」
。
六
、
「
尚
」
を
字
輩
と
す
る
兄
弟
は
四
人
で
、
長
男
は
庠
生
。
七
、
東
皐
心
越
は
四
人
兄
弟
の
排
行
は
三
番
目
。
幼
い
弟
の
名
は

蹉
で
早
く
死
ん
で
い
る
。
八
、
長
崎
で
兄
弟
が
語
ら
っ
た
と
き
心
越
は
四
八
歳
、
明
玉
と
の
年
の
差
は
少
な
く
と
も
一
七
歳
以
上
。

　

八
箇
条
に
分
か
っ
た
こ
と
は
、
素
早
い
目
標
達
成
に
便
な
ら
し
め
、
見
当
違
い
を
な
く
す
こ
と
に
な
る
。
も
し
八
箇
条
が
同
じ
で
あ
り
、

あ
る
い
は
同
じ
も
の
が
六
、
七
で
、
違
う
も
の
が
一
、
二
で
あ
る
な
ら
、
心
越
が
ど
の
系
統
に
属
す
る
か
確
認
で
き
る
。

　

は
じ
め
に
「
行
字
母
」
と
「
世
字
母
」
の
二
つ
の
大
き
な
手
が
か
り
か
ら
手
を
付
け
よ
う
。

　

「
興
」
「
尚
」
「
忠
」
の
三
字
は
ど
の
系
統
の
譜
牒
の
中
に
出
、
子
孫
の
盛
ん
な
時
期
が
明
末
清
初
と
い
う
時
間
枠
に
あ
る
か
ど
う
か
。
大

き
な
目
標
の
設
定
は
と
ん
ち
ん
か
ん
な
方
向
へ
進
む
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
東
系
の
蒋
氏
の
譜
中
に
上
述
の
目
標
に
類
す
る
も
の
は
な

い
が
、
西
系
の
蒋
氏
の
譜
は
中
に
こ
の
条
件
を
具
え
て
い
る
。

行
の
字
母　

「
邦
世
其
興
、
尚
徳
信
賢
」　

「
興
尚
」
は
こ
こ
に
出
る
。

世
系
の
号
の
字
母　

「
忠
」は
「
興
」
の
字
に
相
対
し
て
い
る
。
時
間
枠
で
は
ち
ょ
う
ど
明
末
時
期
の
万
暦
、
天
啓
、
崇
禎
、
清
初
期
の
順
治
、

康
煕
の
間
に
あ
た
る
。
八
箇
条
の
上
の
三
箇
条
で
あ
る
。

　

次
に
「
世
系
」
と
「
行
伝
」
の
両
項
を
調
べ
る
。

二
三
世　

邦
。　

二
四
世　

世
。
二
五
世　

其
。
二
六
世　

興
。
二
七
世　

尚
。
二
八
世　

徳
。

　

「
興
」
は
二
六
世
で
あ
り
、
「
世
系
」
の
字
の
「
忠
」
も
ち
ょ
う
ど
二
六
世
で
あ
る
。
世
系
を
調
べ
明
ら
か
に
し
た
後
は
、
「
忠
八
三
」
の

番
号
に
つ
い
て
「
行
伝
」
と
逐
条
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
、「
忠
八
三
」
の
伝
と
『
宗
親
図
』
の
蒋
、
陳
夫
妻
の
生
卒
年
月
日
は
一
致
し
な
か
っ

た
。
か
え
っ
て
「
忠
一
八
三
」
番
の
「
興
慥
」
の
「
行
伝
」
が
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

興
慥
、
字
は
実
甫
、
第
忠
百
八
十
三
、
万
暦
丙
申
正
月
一
六
日
卯
の
刻
に
生
ま
る
。
康
煕
甲
寅
一
〇
月
一
五
日
申
の
時
に
卒
す
。
白
沙

の
陳
氏
を
娶
る
。
万
暦
己
亥
九
月
一
三
日
戌
（
宗
親
図
は
辰
と
す
る
）
の
時
に
生
ま
れ
、
康
煕
己
未
一
六
年
、
丁
巳
一
二
月
二
二
日
戌

の
時
に
卒
す
。
下
馬
の
父
の
墓
に
合
葬
す
（
己
未
は
丁
巳
で
、
刊
行
の
際
の
誤
り
か
）
。

　

合
わ
せ
見
れ
ば
、
「
忠
八
三
府
君
」
と
は
「
第
忠
一
百
八
十
三
」
の
略
称
で
あ
る
。
興
慥
と
妻
の
白
沙
の
陳
氏
は
東
皐
心
越
の
本
当
の
父

母
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
越
師
は
明
ら
か
に
『
宗
親
図
』
の
父
の
名
を
「
興
孝
」
と
呼
ん
で
、
「
興
慥
」
で
は
な
い
。
な
ぜ
そ
う
な
の
で
あ
ろ



う
か
。
ま
さ
か
世
の
中
で
こ
の
よ
う
に
、
二
人
の
名
前
は
別
な
の
に
結
婚
や
生
没
年
が
全
く
同
じ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

『
世
系
図
』
を
調
べ
る
と
興
慥
の
下
に
は
一
つ
の
行
字
、
尚
郎
、
尚
部
、
尚
郷
、
尚
域
が
あ
る
。
越
師
の
兄
弟
が
四
人
で
あ
る
こ
と
と
「
考

之
二
」
の
結
論
と
は
一
致
す
る
。
「
興
慥
」
は
「
興
孝
」
と
な
る
が
、
二
人
は
実
は
一
人
な
の
か
？

　

再
び
二
七
世
の
「
尚
」
字
の
四
兄
弟
の
「
行
伝
」
を
調
べ
る
と
、

①
尚
郎
、
字
は
明
玉
、
第
質
一
百
十
一
、
浦
江
の
県
学
に
入
り
庠
生
と
な
る
。
天
啓
壬
戌
正
月
二
十
一
日
壬
辰
に
生
ま
る
（
没
年
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。
筆
者
注
）
と
あ
る
。
こ
の
人
と
『
筆
語
』
の
明
玉
と
は
完
全
に
一
致
し
、
没
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
明
玉
が
「
披
剃
」

し
た
こ
と
に
よ
る
。
中
年
後
の
出
家
は
、
た
だ
「
伝
」
に
生
年
を
記
す
だ
け
で
没
年
は
記
さ
な
い
の
で
あ
る
。
「
譜
例
」
は
こ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

尚
郎
は
正
し
く
東
皐
心
越
禅
師
の
長
兄
の
「
蒋
挺
、
字
は
明
玉
」
で
あ
り
、
尚
郎
の
、
譜
名
に
お
け
る
「
挺
」
は
通
行
名
で
あ
る
。

②
尚
部
に
つ
い
て
は
、
生
卒
年
と
も
に
記
載
が
な
い
が
、
し
か
し
幼
年
に
出
家
し
た
者
の
名
は
「
行
伝
」
に
書
か
な
い
と
い
う
の
も
、
ま
た

「
譜
例
」
の
規
則
で
こ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
越
師
の
幼
年
の
名
で
、
使
わ
れ
た
時
は
八
歳
以
前
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

③
尚
郷
、
字
は
明
陽
で
第
質
一
八
二
で
あ
る
。
「
行
伝
」
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
崇
禎
壬
申
（
譜
は
誤
っ
て
申
を
辰
と
し
て
い
る
）
年
正

月
二
七
日
子
の
時
に
生
ま
れ
、
康
煕
己
未
九
月
初
九
日
未
の
時
に
没
し
、
下
馬
に
葬
っ
て
い
る
（
康
煕
己
未
は
康
煕
一
八
年
で
あ
る
。
下
馬

は
父
母
の
墓
所
で
あ
る
。
筆
者
）

　

こ
の
尚
郷
と
は
、
日
本
の
杉
村
、
高
羅
佩
、
及
び
陳
智
超
の
著
書
で
言
う
尚
卿
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
阝
」
と
「
卩
」
と
は
、
形
は
似

て
い
て
も
意
味
は
違
っ
て
い
る
。
阝
は
邑
で
あ
り
、
卩
は
竺
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
我
が
国
の
人
た
ち
も
区
別
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
尚
卿
は
す
で
に
康
煕
一
八
年
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
康
煕
二
五
年
の
長
崎
で
の
面
会
は
、
尚
郷
は
不
可
能
で
、
蒋
挺
、
つ

ま
り
尚
郎
は
可
能
と
な
っ
て
、
『
筆
語
』
の
記
事
と
完
全
に
一
致
す
る
。

　
域
は
、
生
没
年
を
記
し
て
お
ら
ず
、
越
師
の
『
宗
親
図
』
が
言
う
「
亡
弟
蹉
」
と
は
こ
の
人
で
あ
ろ
う
か
。

　

四
人
の
兄
弟
は
名
前
を
郎
、
部
、
郷
、
域
と
分
か
れ
て
い
る
が
、
均
し
く
「
邑
」
扁
で
あ
る
。
『
説
文
』
で
は
「
郎
」
は
も
と
魯
の
亭
の

名
で
あ
る
。
城
郎
に
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
近
郊
の
邑
で
、
二
つ
目
は
遠
く
の
邑
で
あ
る
。
部
は
部
婁
で
、
小
さ
な
丘
で
あ
る
。
郷
は
嗇
夫

が
治
め
る
地
。
身
分
の
低
い
村
役
人
が
治
め
る
地
。
域
は
も
と
は
国
の
名
前
で
あ
る
。
蹉
は
か
つ
て
の
郷
の
名
で
あ
る
。

い
ま
山
東
省
東
平
州
の
東
二
〇
里
に
も
と
の
無
塩
城
が
が
あ
り
、
蹉
郷
が
あ
る
。
四
人
に
五
つ
の
字
が
出
る
が
、
唯
一
「
域
」
だ
け
が
突
出

東
皐
心
越
事
蹟
考
（
永
井
）

二
五

卩



東
皐
心
越
事
蹟
考
（
永
井
）

二
六

し
て
い
て
長
生
き
せ
ず
夭
逝
し
た
。
東
皐
は
「
字
学
」
に
精
通
し
て
い
て
、
弟
が
長
生
き
で
き
な
か
っ
た
の
は
こ
こ
に
原
因
が
あ
る
と
考
え

た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
蹉
」
と
「
郎
」
、
「
郷
」
と
「
部
」
は
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

　

筆
者
は
幼
い
弟
の
元
の
名
は
「
域
」
で
、
字
を
つ
け
る
年
齢
の
前
に
亡
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
「
質
」
の
字
に
は
何
番
と
い

う
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
部
」
は
幼
年
に
出
家
し
た
の
で
、
扱
い
は
「
蹉
」
と
同
じ
で
懲
罰
的
意
味
合
い
が
あ
る
。
中
国

の
宗
法
の
差
別
性
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

四
人
の
兄
弟
の
父
母
の
生
没
年
は
一
つ
一
つ
詳
し
く
考
え
る
と
ど
れ
も
一
致
す
る
が
、
僅
か
に
二
つ
の
疑
問
が
残
る
。
一
、
興
孝
は
な
ぜ

譜
名
が
興
慥
な
の
か
？
二
、
尚
部
は
な
ぜ
名
前
が
上
か
ら
二
番
目
で
、「
長
崎
に
行
き
兄
と
語
る
」
の
詩
や
、
黄
、
姚
二
人
の
手
紙
と
違
う
の
か
？

　

二
つ
の
疑
問
の
一
、
興
孝
の
兄
弟
の
排
行
の
譜
の
中
に
記
さ
れ
る
名
字
の
性
格
を
調
べ
る
と
、
疑
惑
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
な
く
な
る
。
も
と

も
と
興
孝
の
父
の
名
は
其
鵬
で
あ
り
、
其
鵬
は
妻
二
人
を
娶
っ
た
。
正
妻
陳
氏
は
二
人
の
子
、
興
孝
と
興
悌
を
産
ん
だ
。
興
悌
は
儒
教
倫
理

の
基
本
と
な
る
行
で
、
兄
弟
二
人
に
配
す
る
こ
と
は
も
っ
と
も
適
し
て
い
る
。
後
に
鮑
氏
を
娶
り
三
人
の
子
、
興
貪
、
興
惇
、
興
蟐
を
産
ん

だ
。
其
鵬
の
五
人
の
子
は
「
宗
譜
」
に
書
か
れ
、
一
人
の
父
の
子
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
一
人
の
子
だ
け
が
「
孝
」
の
字
で
、「
穩
」

の
枠
か
ら
は
ず
れ
た
の
で
、
譜
名
は
「
慥
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
慥
は
、
篤
実
の
意
味
で
、
『
中
庸
』
に
は
「
言
は
行
を
顧
み
、
行
は
言

を
顧
み
る
。
君
子
、
胡
ぞ
慥
慥
爾
た
ら
ざ
ら
ん
」
と
あ
り
、
譜
名
興
慥
の
由
来
は
こ
こ
に
あ
り
、
義
と
理
二
つ
な
が
ら
適
っ
て
い
る
。
結
輪

す
れ
ば
、
譜
名
は
興
慥
で
、
興
孝
は
通
用
名
で
あ
る
、

　

二
、
四
人
の
兄
弟
の
順
番
の
疑
問
は
、
、
郎
、
郷
、
部
（
つ
ま
り
心
越
）
、
三
人
の
生
ま
れ
た
年
の
順
番
を
比
べ
れ
ば
一
目
瞭
然
で
、
部
は
三
番
目
、

上
が
郎
で
、
郷
は
二
番
目
の
兄
、
下
に
亡
弟
蹉
が
い
る
。
つ
ま
り
第
三
番
目
の
尚
部
が
東
皐
心
越
の
出
家
以
前
の
名
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
中
略
）

　

最
後
に
『
蒋
氏
宗
譜
』
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
、
興
孝
の
父
の
名
は
其
鵬
、
祖
父
は
世
求
、
曾
祖
父
は
邦
汀
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
二
五
世
、
二
四
世
、
二
三
世
と
な
る
。
結
論
と
し
て
は
、
東
皐
心
越
の
高
祖
は
邦
汀
、
曾
祖
は
世
求
、
祖
は
其
鵬
と
な
り
、「
宗

親
図
」
の
「
先
遠
三
代
宗
親
」
と
は
以
上
の
三
人
の
こ
と
と
な
る
。

（
以
下
、
省
略
）

　

以
上
、
特
に
東
皐
の
家
族
関
係
に
つ
い
て
「
族
譜
」
を
吟
味
し
た
張
文
徳
論
文
を
紹
介
し
た
。
そ
の
成
果
を
承
け
て
家
族
関
係
を
図
式
化



東
皐
心
越
事
蹟
考
（
永
井
）

二
七

す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

白
沙　

陳
氏

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
悌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
孝
（
興
慥
）　
　
　
　

　
　
　

尚
蹉
（
尚
域
）

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒋
鏞　
　
　

邦
汀　

世
求　

其
鵬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
部
（
東
皐
心
越
）

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陳
氏　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

尚
郷
（
字
明
陽
）

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

尚
郎
（
蒋
挺
、
字
明
玉
）

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
貪　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
惇

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
蟐

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鮑
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

（
未
完
）

（
本
稿
は
平
成
二
五
年
度
駒
澤
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
）

追
記
、
な
お
本
稿
に
前
後
し
て
、
平
成
二
六
年
十
二
月
、
本
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
で
、
東
皐
に
関
わ
る
発
表
を
行
い
、
『
駒
澤
大
学
大
学
院

仏
教
学
研
究
会
年
報
』
四
八
号
（
平
成
二
七
年
五
月
刊
行
予
定
）
に
投
稿
し
た
。
あ
わ
せ
て
お
読
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。


